
平成24年度の市税等のお知らせ

平成24年度予算のあらまし

平成22年度連結財務書類を
作成しました

2-5｜

6・7｜

8-10｜

市では、国土交通省と連携し、本市西側の荒川河川敷に
「北本水辺プラザ公園」を整備しました。
詳しくは14ページをご覧ください。

北本水辺プラザ公園がオープンします
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	 ▲北本水辺プラザ公園多目的広場
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▪問合せ　財政課財政担当（直通594-5512）
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平
成
24
年
度
予
算
が
３
月
定
例
市
議
会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

全
会
計
の
総
額
は
328
億
５
，５
８
７
万
円
で
、
前
年
度
に
比
べ
て

5.3
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。
一
般
会
計
は
189
億
４
，０
０
０
万
円

で
、
前
年
度
に
比
べ
て
0.2
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
特

別
会
計
の
総
額
は
、
6
会
計
で
139
億
１
，５
８
７
万
円
、
前
年
度

に
比
べ
て
13
．１
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
平
成
24

年
度
予
算
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平成24年度予算の内訳�
会　計　名 予算額（千円） 前年度比（％）

一 般 会 計 18,940,000 0.2
特 別 会 計 13,915,869 13.1
後 期 高 齢 者 医 療 553,800 11.9
久保特定土地区画整理事業 374,800 △ 3.6
公 共 下 水 道 事 業 1,794,500 31.7
国 民 健 康 保 険 7,796,700 8.3
介 護 保 険 3,395,500 18.8
埼玉県央広域公平委員会 569 △ 1.9

総　　　　　　計 32,855,869 5.3

収入 支出
市の歳入

市税
国庫支出金
市債
地方交付税
繰入金
県支出金
地方消費税交付金
諸収入
その他
歳入合計

81億2,823万6千円
24億5,919万7千円
22億5,030万　円

21億1,000万　円

13億7,187万2千円
9億1,174万　円

5億4,800万　円

2億9,559万2千円
8億6,506万3千円

189億4,000万 円

市の歳出

民生費
総務費
教育費
土木費
公債費
衛生費
消防費
議会費
農林水産業費
その他
歳出合計

74億6,836万4千円
25億2,436万2千円
24億3,371万 円

20億8,756万2千円
15億5,260万4千円
13億7,234万5千円
9億3,161万6千円
2億5,297万5千円
1億2,177万9千円
1億9,468万3千円

189億4,000万 円

北本家の家
計簿

　市の予算をできるだけ分かりやすく説明させてい
ただくために、市の平成24年度一般会計の予算を年
収500万円の家計の収支に例えてみます。

北本市が給料収入500万円の家庭としたら…

給料

パート収入

親からの仕送り

貯金の取り崩し

借入金

合計

500万円

52万円

390万円

84万円

139万円

1,165万円

市税

使用料・手数料など

国・県支出金・地方交付税など

繰入金

市債

食費

生活費

医療費

自宅の増築・修繕など

子どもへの仕送り

借入金の返済

貯金

合計

248万円

319万円

242万円

125万円

122万円

96万円

13万円

1,165万円

人件費

物件費・補助費等

扶助費

普通建設事業費・維持補修費

繰出金

公債費

積立金・貸付金

【用語解説】
一般会計…行政運営の基本的な経費を計上した会計で、地方公
共団体の会計の中心をなすものです。
特別会計…特定の歳入をもって特定の歳出にあてる事業で、一
般会計とは区分して経理する必要がある会計です。これらは条
例により設置しています。 

民生費 39.4％

その他  1.0％

農林水産業費 0.6％

議会費  1.4％

消防費  4.9％

衛生費  7.3％

公債費  8.2％

土木費 11.0％

教育費 12.9％

総務費 13.3％



3 広報きたもと　No.891

平成24年度予算のあらまし

区分
性質別

平成２4年度 平成２3年度 比較
予算額 構成比 予算額 構成比 増減額 増減率

消

費

的

経

費

義
務
的
経
費

人 件 費 4,034,367 21.3 4,016,528 21.3 17,839 0.4
扶 助 費 3,941,125 20.8 4,090,159 21.6 △149,034 △3.6
公 債 費 1,552,604 8.2 1,630,258 8.6 △77,654 △4.8

9,528,096 50.3 9,736,945 51.5 △208,849 △2.1
物 件 費 2,961,017 15.6 3,010,419 15.9 △49,402 △1.6
維 持 補 修 費 61,480 0.3 62,193 0.4 △713 △1.1
補 助 費 等 2,233,753 11.8 2,328,049 12.3 △94,296 △4.1

14,784,346 78.0 15,137,606 80.1 △353,260 △2.3
投
資
的
経
費

普 通 建 設 事 業 費 1,965,731 10.4 1,546,448 8.2 419,283 27.1
災 害 復 旧 事 業 費  -  -  -  - - -
失 業 対 策 事 業 費  -  -  -  - - -

1,965,731 10.4 1,546,448 8.2 419,283 27.1
そ

の

他

積 立 金 151,135 0.8 347,197 1.8 △196,062 △56.5
投資及び出資金・貸付金 43,401 0.3 51,401 0.3 △8,000 △15.6
繰 出 金 1,975,387 10.4 1,797,348 9.5 178,039 9.9
予 備 費 20,000 0.1 20,000 0.1 0 0.0

2,189,923 11.6 2,215,946 11.7 △26,023 △1.2
合　　　計 18,940,000 100.0 18,900,000 100.0 40,000 0.2

一般会計歳出性質別内訳� （ 単位 ：千円、 ％ ）

収入 支出
市の歳入

市税
国庫支出金
市債
地方交付税
繰入金
県支出金
地方消費税交付金
諸収入
その他
歳入合計

81億2,823万6千円
24億5,919万7千円
22億5,030万　円

21億1,000万　円

13億7,187万2千円
9億1,174万　円

5億4,800万　円

2億9,559万2千円
8億6,506万3千円

189億4,000万 円

市の歳出

民生費
総務費
教育費
土木費
公債費
衛生費
消防費
議会費
農林水産業費
その他
歳出合計

74億6,836万4千円
25億2,436万2千円
24億3,371万 円

20億8,756万2千円
15億5,260万4千円
13億7,234万5千円
9億3,161万6千円
2億5,297万5千円
1億2,177万9千円
1億9,468万3千円

189億4,000万 円

北本家の家
計簿

　市の予算をできるだけ分かりやすく説明させてい
ただくために、市の平成24年度一般会計の予算を年
収500万円の家計の収支に例えてみます。

北本市が給料収入500万円の家庭としたら…

給料

パート収入

親からの仕送り

貯金の取り崩し

借入金

合計

500万円

52万円

390万円

84万円

139万円

1,165万円

市税

使用料・手数料など

国・県支出金・地方交付税など

繰入金

市債

食費

生活費

医療費

自宅の増築・修繕など

子どもへの仕送り

借入金の返済

貯金

合計

248万円

319万円

242万円

125万円

122万円

96万円

13万円

1,165万円

人件費

物件費・補助費等

扶助費

普通建設事業費・維持補修費

繰出金

公債費

積立金・貸付金

市　　　税 42.9％

そ　の　他  4.5％

市　　　債 11.9％

国庫支出金 13.0％

諸　収　入  1.6％

地方消費税交付金 2.9％

県 支 出 金  4.8％

繰　入　金  7.3％

地方交付税 11.1％

　給料500万円に対して、支出の総額が1,165万円あります。
　支出の内訳を見てみると、食費、医療費、借入金の返済の合計が
586万円になっています。家計において、食費や医療費を減らすこと
は難しいですし、借入金の返済は決まった時期に決まった金額を返済
しなければなりません。これらの経費は、市の会計では義務的経費と
され、簡単には削減できない経費です。
　最もお金がかかっているのは生活費の319万円です。これは、生活
用品・光熱水費・保険料・家具や電気製品の購入など、生活するうえ
で必要な経費ですが、工夫次第で減らすことができる経費です。
　自宅の増築、修繕などは125万円です。自宅の傷みはだいぶ進んで
いますが、収入に余裕がないため、あまりお金をかけることができま
せん。
　その他、子どもへの仕送りに122万円、貯金に13万円を支出します。
　これだけ多くの支出があると、給料、パート収入の合計552万円だ
けでは賄いきれないので、親からの仕送りを390万円受けることになっ
ていますが、それでも不足するため、139万円を借り入れて、貯金を
84万円取り崩します。
　なお、平成24年度末には、借入金の残高が1,305万円、貯金の残高
が219万円になる見込みです。
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平成24年度の 主な事業平成24年度の 主な事業主な事業平成24年度の
○あんしん歩行および自転車通行エリア整備　2，1６０万円

　西中央通の北本中学校交差点から西小学校交差
点の両側歩道に、自転車専用通行帯の区分表示や
案内誘導標識を整備します。

○久保特定土地区画整理事業の推進　₁億７，６００万円
　快適な市街地を整備するため、街路築造工事、
建物や物件の移転、埋蔵文化財の発掘調査、事業
計画の変更等を行います。

○公共下水道事業の整備　₄億4，52６万円
　新たに市街化区域に編入された地区の公共下水
道整備を進めるとともに、公共下水道の整備およ
び維持管理を行います。

○南部地域整備基金への積立　₁億2，０12万円
　南部地域における都市基盤の整備等に要する経
費の財源とするため、基金を積み立てます。

○地域防災計画改定事業　5００万円
　東日本大震災を受け、災害に強いまちづくりの
実現に向けた北本市地域防災計画を改定します。

○消防ポンプ自動車更新事業　1，８００万円
　北本市消防団第₄分団の消防ポンプ自動車を更
新します。

○観光ルートサイン整備事業　2，３００万円
　市内観光資源をわかりやすく案内する看板

（ルートサイン）を整備します。
○るるぶ北本改訂版増刷業務� ３００万円

　市の魅力発信を効果的に行うため、最新の情報
を追加した「るるぶ北本改訂版」を発行します。

○高齢者雇用企業奨励金��1００万円
　市内に居住する高齢者を雇用する事業主に対
し、北本市高齢者雇用企業奨励金を交付すること
により、高齢者に係る雇用機会の拡大を図ります。

○農業農村整備事業　７5０万円
　農業環境を整備するため、石戸宿地区の未整備
農道を整備します。

○石戸蒲ザクラ周辺整備計画策定事業　３4０万円
　市内の観光資源である「石戸蒲ザクラ」の保護お
よび周辺整備を検討するため、基礎調査および基
本計画を策定します。

○笑いで元気なまちづくり事業��5００万円
　市の各事業の活性化を図るため、笑いを取り入
れた事業展開を進めます。

快適で安心・安全なまち（都市・生活基盤）

「業」を耕す活力のまち（産業）

みんなでつくる参加と交流のまち（市民自治）
○自治会集会所整備補助　14６万円
　老朽化が進む自治会集会施設の改修を支援しま
す。

○「人権の花」運動　３2万円
　市内の全小学校の児童を対象として、お互いに
協力しあって草花などを育てることを通じて、協
力、感謝することの大切さや、生命の尊さを実感
し、人権尊重思想を育み情操を豊かにすることを
目的に花苗等の植栽を行います。

○第四次北本市男女行動計画策定事業　３７2万円
　北本市男女共同参画推進条例第１１条の規定に基づ
き、平成２５年度を始点とする第四次北本市男女行動
計画「北本市男女共同参画プラン」を策定します。

計画の推進に向けて
○都市計画税税率見直し��2０％減税

　税の負担感が増大する中で、市民の税負担を軽
減するために減税を行います。

○セーフコミュニティ認証取得事業��44万円
　人と人との信頼と絆による地域の再生と安心・
安全のまちづくりを目指して、WHO（世界保健機
構）が推進する WHO セーフコミュニティ協働セ
ンターの認証取得に取り組みます。

○ウェブ参加型事業選択市民会議��14０万円
　ウェブを活用し、事業案に対する市民の意向を
確認することにより、幅広い市民の視点に基づい
た事業の選択を可能とするため、ウェブ参加型事
業選択市民会議を開催します。

○広報紙カラー化��1，4００万円
　よりわかりやすく親しみやすい広報紙を目指
し、表紙・裏表紙のカラー化等を行います。

○ホスピタリティ向上研修　1８０万円
　新庁舎建設に併せて、職員の接客意識をさらに
高め、おもてなしの心を磨くための職員研修を実
施します。

○新庁舎建設事業��₅億5，８８1万円
　人・環境に
やさしく、災
害に強い庁舎
を目指して新
庁舎の建設を
行います。

▪問合せ　財政課財政担当（直通594-5512）
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○西中学校給食室整備事業　₁億9，８７０万円
　中学校給食を自校方式とするための給食室新築
工事を行います。

○東小学校給食室耐震補強設計　1８9万円
　教育環境を整備するための耐震補強に先立ち、
設計を行います。

○石戸小木造校
舎、北小校舎Ｂ棟、
東小校舎Ｂ棟耐震
補強・大規模改修
設計　2，８７4万円

○北小、南小学校プール改修工事設計および工事
８，4８０万円

　プールの全面改修を行います。
○小中一貫教育推進事業　2７８万円
　中学校の教員を小学校に派遣し、授業を行う兼
務教員の配置を行います。その後の補充として中
学校に教員を配置します。

○石戸城跡整備基本計画策定事業　421万円
  石戸城跡の保存・管理の基本的な考え方、整備
活用方針を取りまとめ、管理・保存計画および整
備事業基本計画を策定します。

○東部公民館エレベーター更新事業　３，７9０万円
  老朽化の進んでいるエレベーターについて、利
用者の安全性を確保するため更新を行います。

未来につなぐ夢のある学びのまち（生涯学習・教育）

心かよう健やかなまち（保健・医療・福祉）
○総合福祉センター空調設備改修事業
８，925万円

  老朽化した空調設備を撤去して、個別方式の
空調設備を設置します。

○妊婦一般健康診査　4，5６８万円
　妊婦一般健康診査の検査項目の HTLV–₁抗
体検査（成人Ｔ細胞白血病）およびクラミジア抗
原検査を引き続き実施します。

○子宮頸がん予防等ワクチン接種緊急促進
4，25０万円

　子宮頸がんワクチン、ヒブワクチン、小児用
肺炎球菌ワクチンについて、全額公費による予
防接種を引き続き実施します。

○産科医等手当支給支援事業��4００万円
　国の産科医等手当支給支援事業費補助金制度の
条件を満たす医療機関に、分娩に対し助成を行い
ます。

○子育て支援センター事業　７51万円
　東保育所内において、地域子育て支援拠点事
業や各種子育て支援事業を展開します。

緑輝くうるおいのまち（環境・景観）
○公用車電気自動車化事業　1，9０5万円

　温室効果ガス排出削減対策を推進し、電気自動車
普及拡大のため、買い替えが必要なガソリン仕様の
公用車₆台を軽バン電気自動車に入れ替えます。

○創エネ・省エネ機器設置補助　4００万円
　環境への負担が少ないクリーンエネルギーの普及
促進を図るため、住宅用に太陽光発電やガス発電設
備等を設置する人に補助金を交付します。

○コウノトリ放鳥に係る調査　491万円
　本年度はコウノトリ放鳥に係る基本構想を策定し
ます。

○街灯フラッグ作製事業　14６万円
　北本駅前や中山道などに季節やイベントに合わせ
た街灯フラッグを掲げることにより、まちの雰囲気
を盛り上げるとともに市内外へＰＲを行います。

○「三国コカ ･コーラボトリング北本みずべひろば」開
園式典および管理業務　5７０万円

　北本市初のネーミングライツを伴った新規開園の
公園の開園式典を実施し、施設の管理委託業務を行
います。

●平成24年度の予算書は次の場所でご覧になれます　市役所市政情報コーナー、駅西口ビル内市政情報コーナー、中
央図書館、地域学習センター（各地区公民館、勤労福祉センター、コミュニティセンター、学習センター）
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平
成
22
年
度
　

　
　
連
結
財
務
書
類（
総
務
省
方
式
改
訂
モ
デ
ル
）を
作
成
し
ま
し
た

固定負債
273億2,115万円

(地方債)
226億3,483万円

(引当金)
44億4,511万円

(その他)
2億4,121万円

 
 流動負債

25億6,960万円

(翌年度償還予定地方債)
21億4,795万円

(その他)
4億2,165万円

 
698億3,419万円

公共資産
894億5,933万円

 
投資等

60億3,505万円

(投資及び出資金)
2億5,230万円

(基金等）
50億2,855万円

(その他)
7億5,420万円

流動資産
42億3,056万円

(資金)
33億5,857万円

(その他)
8億7,199万円

借　　方 貸　　方

資産合計　997億2,494万円 負債・純資産合計　997億2,494万円

連結貸借対照表

資産の部資産の部 負債の部負債の部

純資産の部純資産の部

平成23年3月31日現在

◎連結貸借対照表…年度末時点における資産・財産と、その調達財源の状況を一覧で
示したものです。連結ベースの財産（資産）やその財源としての借金（負債）はどれだけ
あり、税金など（純資産）はどれだけ充てられたのかが分かります。

◎総務省方式改訂モデル…既存の財政統計の情報を活
用して作成することが認められており、段階的に固定
資産台帳を整備し、公共資産の評価を行います。

◎資産
市政運営の資源とし
て用いられ、将来に
わたり行政サービス
を提供するために使
用されるものです。

◎公共資産
土地、建物など長期
間にわたって行政
サービスを提供する
ために使用される資
産です。

◎基金等
基金（財政調整基金
及び減債基金を除
く）及び退職手当組
合積立金です｡

◎資金
基準日において保有
している現金・預金
及び財政調整基金並
びに減債基金です。

◎負債
将来において支払い
や返済の必要がある
もので、次世代が負
担する地方債などで
す。

◎地方債
地方債のうち翌々年
度以降に予定されて
いる元金の返済額等
です。

◎引当金
退職手当等引当金
（年度末に全職員が
退職した場合に必要
となる額）等です。

◎翌年度償還予定地方債
返済期限が１年以内
の地方債などです。

◎純資産
現在保有する財産を
整備するために国県
支出金や税金がどれ
くらい充てられてき
たかを示します。

一般会計
普通会計

一　般　会　計

特別会計

久保特定土地区画整理事業特別会計

公営事業会計

国民健康保険特別会計、 介護保険特
別会計、 老人保健特別会計、 後期高
齢者医療特別会計、 公共下水道事業
特別会計

一部事務組合 ・
広域連合

桶川北本水道企業団、埼玉中部環境
保全組合、北本地区衛生組合、埼玉
県央広域事務組合、埼玉県市町村総
合事務組合、彩の国さいたま人づく
り広域連合、埼玉県後期高齢者医療
広域連合

地方公社 北本市土地開発公社

　

総
務
省
方
式
改
訂
モ
デ
ル
に
よ
り
作
成
し
た
平
成
22

年
度
決
算
の
連
結
財
務
書
類
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
連
結
財
務
書
類
は
、
普
通
会
計
の
ほ
か
自
治
体
を

構
成
す
る
そ
の
他
の
特
別
会
計
や
自
治
体
と
連
携
協
力

し
て
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
い
る
関
係
団
体
、
法

人
を
一
つ
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
主
体
と
み
な
し
て
作
成
し

ま
す
。
企
業
会
計
の
考
え
方
と
会
計
実
務
を
基
に
、
地

方
公
共
団
体
の
特
殊
性
を
加
え
作
成
し
た
も
の
で
、
公

会
計
の
財
政
状
況
を
把
握
し
、
効
率
的
な
行
政
運
営
を

行
う
た
め
の
分
析
・
評
価
手
段
と
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

▪
問
合
せ　

財
政
課
財
政
担
当（
直
通
594 

-
５
５
１
２
）

◎連結の範囲…市の普通会計と連結の範囲です。
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貸付金回収額
地方債発行額
公共資産等売却収入
その他の収入

基金積立金
地方債償還額
その他の支出

4,541万円
3億7,640万円
5,141万円

2億2,017万円

7億9,841万円
22億5,302万円
7億4,369万円

国県補助金等
地方債発行額
その他の収入

公共資産整備支出
その他の支出

12億8,452万円
15億1,907万円
5,922万円

38億2,077万円
2億1,044万円

地方税
地方交付税
国県補助金等
分担金･負担金等
保険料
事業収入
地方債発行額
その他の収入

人件費
物件費
社会保障給付
補助費等
支払利息
その他の支出

87億  919万円
19億2,757万円
81億5,627万円
56億4,324万円
26億6,349万円
19億  955万円
14億1,280万円
19億4,326万円

49億5,837万円
39億4,840万円
154億1,126万円
28億9,076万円
5億1,925万円
3億7,339万円

経常的収支額 42億6,394万円

経費負担割合変更に伴う差額
期末資金残高

期首純資産残高

　純経常行政コスト
　一般財源
　補助金等受入
　臨時損益
　その他

期末純資産残高 

673億1,928万円

△ 189億6,841万円
119億3,252万円
94億4,755万円
3,917万円
6,408万円

698億3,419万円

3,242万円
33億5,857万円

期首資金残高
当年度資金増減額

33億3,234万円
△619万円

投資・財務的収支額 △31億 173万円

公共資産整備収支額 △ 11億6,840万円

○経常的収支の部…経常的な
行政活動にかかる資金収支で
す。具体的には、市税や手数料
等の収入、人件費や社会保障給
付等の支出など、投資活動や財
務活動に区分されないものを計
上しています。

連結資金収支計算書…一会計
年度における連結ベースの資金
の増減の状況を示すものです。
連結資金収支計算書では資金
の収支を計上します。

○純経常行政コスト…連結行政コスト計算書の純経常行政コストと同額です｡
○一般財源…地方債、地方交付税、その他行政コスト充当財源を一般財源で
計上することとなっています。
○臨時損益…公共資産の売却に伴う公共資産計上額等です。
○期末純資産残高…連結貸借対照表の純資産の部と同額です。

支　　　　出収　　　　入

○公共資産整備収支の部…公
共資産の整備に伴う支出とそれ
に対応する財源(収入)です。

連結資金収支計算書 平成22年4月1日～平成23年3月31日

連結純資産変動計算書 平成22年4月1日～平成23年3月31日

○投資・財務的収支の部…投資
及び出資金、貸付金、地方債の償
還額などにかかる収支です。

〈性質別〉
①人にかかるコスト
②物にかかるコスト
③移転支出的なコスト
④その他にかかるコスト

経常行政コスト（A）

〈目的別〉
(福祉 )
( 総務 )
( 教育 )

( 生活インフラ )
( 環境衛生 )
( その他 )

45億 95万円
60億3,352万円
183億9,246万円
12億6,424万円

301億9,117万円

 
194億2,834万円
19億6,128万円
22億7,321万円
17億8,184万円
23億7,369万円
23億7,281万円

3億 828万円
57億3,641万円
26億8,961万円
24億8,846万円

112億2,276万円

189億6,841万円

経常収益経常行政コスト

使用料・手数料
分担金・負担金等
保険料
事業収益・その他

経常収益合計（B）

純経常行政コスト
　 （Ａ）－（Ｂ）

連結行政コスト計算書 平成22年4月1日～平成23年3月31日 連結行政コスト計算書…当該年
度においてかかった人的サービスや
給付サービスなど資産形成につな
がらない行政サービスにどれだけ
の費用がかかったかを連結ベース
で計算するもので、性質別や目的
別に区分して算出します。

連結純資産変動計算書…連結貸借対照表の純資産の部に計上されている
数値が１年間でどのように変動したかを示すものです。

○人にかかるコスト…議員、委員
等報酬および職員給等に要する
経費です。
○物にかかるコスト…委託料、施
設の運営管理費、減価償却費等に
要する経費です。
○移転支出的なコスト…補助金
や子ども手当、生活保護費等に要
する経費です。
○その他にかかるコスト…上記に
属さない、公債費(利子分)等で
す。

当
年
度
中
の
収
支
内
訳
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◎
個
人
住
民
税　

・
16
歳
未
満
の
扶

養
控
除
が
廃
止
さ
れ
ま
す
。

・
年
齢
16
歳
以
上
19
歳
未
満
の
人
に

か
か
る
扶
養
控
除
の
上
乗
せ
部
分

（
12
万
円
）が
廃
止
さ
れ
、
扶
養
控
除

の
額
が
45
万
円
か
ら
33
万
円
に
な
り

ま
す
。
な
お
、
年
齢
19
歳
以
上
23
歳

未
満
の
人
の
扶
養
控
除
額
は
、
以
前

と
変
わ
ら
ず
45
万
円
で
す
。

・
こ
れ
ま
で
同
居
特
別
障
害
者
の
加

算
控
除
額（
23
万
円
）は
扶
養
控
除
の

額
に
加
算
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
年

少
扶
養
親
族（
16
歳
未
満
）に
対
す
る

扶
養
控
除
が
廃
止
さ
れ
た
こ
と
に
伴

い
、
特
別
障
害
者
の
障
害
者
控
除

（
30
万
円
）に
加
算
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
同
居
特
別
障
害
者

の
障
害
者
控
除
額
が
53
万
円
に
な
り

ま
す
。

◎
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税

　

平
成
24
年
度
の
税
制
改
正
に
伴
い
、

土
地
に
係
る
住
宅
用
地
の
据
置
特
例

が
見
直
さ
れ
ま
し
た
。
評
価
額
が
急

激
に
上
昇
し
て
も
緩
や
か
に
是
正
す

る
仕
組
み（
負
担
調
整
措
置
）に
お
い

て
、
従
来
は
、
負
担
水
準
が
80
％
以

上
100
％
未
満
の
住
宅
用
地
に
つ
い
て

前
年
度
据
置
特
例
が
適
用
さ
れ
て
お

り
ま
し
た
が
、
今
回
の
改
正
に
よ
り

平
成
24
年
度
、
平
成
25
年
度
は
90
％

以
上
100
％
未
満
に
適
用
さ
れ
、
平
成

26
年
度
は
廃
止
に
な
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
負
担
水
準
が
90
％
未

満
の
住
宅
用
地
で
は
、
評
価
額
が
下

落
し
て
も
課
税
標
準
額
額
は
上
昇
し

ま
す
。

平
成
　
年
度
の
市
税
等
の
お
知
ら
せ

24
　

市
税
等
に
は
、
個
人
住
民
税
、
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画

税
、
軽
自
動
車
税
、
国
民
健
康
保
険
税
、
介
護
保
険
料
、
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
平

成
24
年
度
の
主
な
市
税
等
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
24
年
度
か
ら
都
市
計
画
税
の
税
率
を
０
．25
％

か
ら
0.2
％
に
引
き
下
げ
ま
す
。

平
成
24
年
度
の

主
な
改
正
点

前年度課税標準額＋評価額×住宅用地特例率(※1)×5％＝Ａ
Ａが評価額×(※1)×80％を上回る場合は評価額×(※1)×80％
Ａが評価額×(※1)×20％を下回る場合は評価額×(※1)×20％

負担水準

負担水準

負担水準

前年度課税標準額＋評価額×住宅用地特例率(※1)×5％＝Ａ
Ａが評価額×(※1)×90％を上回る場合は評価額×(※1)×90％
Ａが評価額×(※1)×20％を下回る場合は評価額×(※1)×20％

前年度課税標準額＋評価額×住宅用地特例率(※1)×5％＝Ａ
Ａが評価額×(※1)を上回る場合は評価額×(※1)
Ａが評価額×(※1)×20％を下回る場合は評価額×(※1)×20％

前年度
据置き
(据置特例)

前年度
据置き

評価額×
住宅用地
特例率

評価額×
住宅用地
特例率

評価額×
住宅用地
特例率

従来

負担調整措置の仕組み（平成24年度～平成26年度）

H24･H25

H26

◎課税標準額とは
　　税額を求めるためのもととなる額です。この
　額に税率を掛けて税額を求めます。
◎負担水準とは
　　課税標準額が評価額に対してどの程度まで達
　しているかを示すものです。

【用語説明】住宅用地の場合

負担水準を基に下図に応じて課税標準額を算出します。

負担水準＝ 　　　　前年度課税標準額　　　　　　×100
 新年度評価額×住宅用地特例率（※1) 
 ※1　固定資産税：小規模住宅は1/6、一般住宅は1/3
 　　　都市計画税：小規模住宅は1/3、一般住宅は2/3
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◆平成24年度の市税等のお知らせ

◎
個
人
住
民
税

　

そ
の
年
の
１
月
１
日
に
お
住
ま
い

の
市
町
村
で
、
県
民
税
と
あ
わ
せ

て
１
年
分
が
課
税
さ
れ
ま
す
。
個

人
市
民
税
の
10
％
減
税
は
、
平
成

24
年
度
の
実
施

を
見
送
り
ま
し

た
の
で
、
市
民

税
の
均
等
割
額

は「
３
，０
０
０

円
」に
、
所
得

割
額
の
税
率
は

「
６
％
」に
戻
り

ま
す
。

◎
法
人
市
民
税

　

資
本
金
等
の
額
と
従
業
員
数
の
規

模
に
応
じ
た
均
等
割
額（
年
５
万
円

か
ら
300
万
円
の
９
区
分
）と
、
課
税

標
準
と
な
る
法
人
税
額
に
税
率
を
乗

じ
た
法
人
税
割
額
を
あ
わ
せ
た
税
額

が
申
告
納
付
と
な
り
ま
す
。

　

法
人
税
割
額
の
税
率
は
14
．７
％

で
す
。

　

た
だ
し
、
資
本
金
等
の
額
が
１
億

円
以
下
で
課
税
標
準
と
な
る
法
人
税

額
が
500
万
円
以
下
の
法
人
は
12
．３
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。

◎
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税

　

そ
の
年
の
１
月
１
日
に
土
地
・
家

屋
等
の
資
産
を
所
有
し
て
い
る
人
に

対
し
て
税
目
別
に
計
算
し
、
あ
わ
せ

て
課
税
さ
れ
ま
す
。

◎
軽
自
動
車
税

　

そ
の
年
の
４
月
１
日
に
軽
自
動
車

等
を
所
有（
使
用
）し
て
い
る
人
に
課

税
さ
れ
ま
す
。

　

転
出
ま
た
は
譲
渡
、
廃
棄
、
盗
難

等
で
所
有
し
な
く
な
っ
て
も
、
届
け

出
を
し
な
い
と
そ
の
ま
ま
課
税
さ
れ

ま
す
の
で
、
必
ず
届
け
出
を
し
て
く

だ
さ
い
。

　

税
額
は
車
種
別
に
、
年
１
，０
０

０
円
か
ら
７
，２
０
０
円
ま
で
の
15

区
分
で
す
。

◎
介
護
保
険
料（
第
１
号
被
保
険
者

…
65
歳
以
上
の
人
）

　

介
護
保
険
料
は
、
基
準
額
の
４
万

８
，５
０
０
円
に
、
所
得
の
状
況
に

よ
り
９
段
階
の
係
数
を
乗
じ
て
得
た

額
と
な
り
ま
す
。

　

所
得
の
状
況
に
よ
り
保
険
料
等
の

負
担
額
が
変
わ
り
ま
す
。

　

所
得
が
な
い
場
合
で
も
、
市
県
民

税
の
申
告
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

◎
国
民
健
康
保
険
税

　

医
療
給
付
費
に
使
わ
れ
る「
医
療

分
」と
、
後
期
高
齢
者
を
支
援
す
る

「
支
援
分
」、
そ
し
て
国
民
健
康
保
険

の
被
保
険
者
の
う
ち
、
40
歳
以
上
65

歳
未
満
の
第
２
号
被
保
険
者
が
負
担

す
る「
介
護
分
」の
合
計
額
が
課
税
さ

れ
ま
す
。

◎
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料（
75
歳

以
上
の
人
）

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
は
、
均

等
割
額（
４
万
１
，８
６
０
円
）と
所

得
割
額（
所
得
割
率
８
．25
％
）の
合

計
額
で
、
限
度
額
は
55
万
円
で
す
。

　

被
保
険
者
お
よ
び
世
帯
主
の
所
得

の
状
況
に
よ
り
負
担
額
が
変
わ
り
ま

す
。

　

納
め
に
行
く
手
間
と
時
間
が
省

け
、
納
め
忘
れ
も
な
く
安
心
で
す
。

お
申
し
込
み
は
簡
単
で
、
一
度
登
録

す
れ
ば
毎
年
継
続
し
ま
す
。

▪
受
付
窓
口

・
取
扱
金
融
機
関
窓
口

・
税
務
課
納
税
担
当（
ゆ
う
ち
ょ
銀

行
を
除
く
取
扱
金
融
機
関
へ
提
出
を

代
行
し
ま
す
）

▪
手
続
き
に
必
要
な
も
の

　

通
帳
・
金
融
機
関
届
出
印
・
納
税

通
知
書
等
。

　

口
座
振
替
依
頼
書
は
、
市
内
金
融

機
関
窓
口
・
税
務
課
納
税
担
当
窓
口

に
あ
り
ま
す
。

▪
取
扱
金
融
機
関

み
ず
ほ
銀
行･

三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀

行
・
三
井
住
友
銀
行
・
り
そ
な
銀
行
・

埼
玉
り
そ
な
銀
行
・
武
蔵
野
銀
行
・

三
井
住
友
信
託
銀
行
・
東
和
銀
行
・

大
光
銀
行
・
埼
玉
縣
信
用
金
庫
・
あ

だ
ち
野
農
業
協
同
組
合
・
ゆ
う
ち
ょ

銀
行

▪
郵
送
で
の
申
込
み
方
法

　

口
座
振
替
依
頼
書
に
必
要
事
項
を

記
入
・
金
融
機
関
届
出
印
を
押
印
し
、

税
務
課
納
税
担
当
へ
郵
送
し
て
く
だ

さ
い
。
口
座
振
替
依
頼
書
は
納
税
通

知
書
等
に
同
封
し
て
あ
り
、
切
手
不

要
で
郵
送
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
印

刷
も
で
き
ま
す
。

※
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
は
市
役
所
か
ら
提

出
の
代
行
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
直

接
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
窓
口
で
手
続
き
を

お
願
い
し
ま
す
。

均等割額 所得割額
区　分 一　律 一　律
市民税 3,000円 ₆％
県民税 1,000円 ₄％
合　計 4,000円 10％

税　目
課税の対象と
なる資産

税  率

固定資産税
土地･家屋･償
却資産

1.4％

都市計画税
市街化区域内
の土地・家屋

0.2％

※課税資産の内訳は、納税通知書とあ
わせて送付される課税明細書でご確認
ください。

区　分 医療分 支援分 介護分 説　　　明

税
　
　
　
率

所得割 6.2％ 1.８％ 1.0％
平成23年（前年）中
の被保険者の所得
に応じて計算

資産割 30.５％ － －
被保険者の資産
(土地・家屋のみ )
に応じて計算

均等割 ８,000円 ５,000円 ８,000円
加入者世帯の被保
険者１人当たりで
計算

平等割 1５,000円 － － １世帯当たりで計
算

市
税
等
の
あ
ら
ま
し

口
座
振
替
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
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◆平成24年度の市税等のお知らせ

　

北
本
市
の
市
税
等
納
付
書
は
、
金

融
機
関
、
郵
便
局
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
で
利
用
で
き
ま
す
。ま
た
、

そ
の
他
に
も
次
の
よ
う
な
便
利
な
納

付
方
法
が
あ
り
ま
す
。

◎P
ay-easy

（
ペ
イ
ジ
ー
）

　

Ａ
Ｔ
Ｍ（
ペ
イ
ジ
ー
対
応
型
）、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
、
モ
バ

イ
ル
バ
ン
キ
ン
グ
を
利
用
し
て
納
付

が
で
き
ま
す
。
ペ
イ
ジ
ー
マ
ー
ク
の

あ
る
納
付
書
が
必
要
で
す
。
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
、
モ
バ
イ

ル
バ
ン
キ
ン
グ
は
事
前
に
契
約
が
必

要
で
す
。

◎
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

　
「Y

ahoo!

公
金
支
払
い
」を
利
用

し
て
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
が
で

き
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続

で
き
る
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
か
ら

「Y
ahoo!

公
金
支
払
い
」へ
ア
ク
セ
ス

し
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
情
報
等
を

入
力
し
て
納
付
し
ま
す
。
そ
の
際
、
ペ

イ
ジ
ー
マ
ー
ク
の
あ
る
納
付
書
が
必
要

で
す
。
納
付
額
が
１
万
円
を
超
え
る
場

合
は
、
決
済
手
数
料
が
か
か
り
ま
す
。

　

納
期
限
が
過
ぎ
た
場
合
と
、
100
万

円
以
上
の
納
付
書
、
延
滞
金
の
納
付

書
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

　

利
用
で
き
る
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

は
、以
下
の
ロ
ゴ
が
あ
る
も
の
で
す
。

M
aster C

ard

・V
ISA

・JC
B

・

U
C

・A
m

erican
 E

x
p

ress

・

ダ
イ
ナ
ー
ス
・Y

A
H

O
O

!

・SA
ISO

N
CA

RD

・T
S

3

◎
モ
バ
イ
ル
レ
ジ

　

モ
バ
イ
ル
レ
ジ
は
、
携
帯
ア
プ
リ
で

納
付
書
の
バ
ー
コ
ー
ド
を
撮
影
・
読

取
し
、
モ
バ
イ
ル
バ
ン
キ
ン
グ
に
接

続
し
て
納
付
す
る
方
法
で
す
。
携
帯

ア
プ
リ
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
と
、
対
応

金
融
機
関
で
の
モ
バ
イ
ル
バ
ン
キ
ン

グ
契
約
が
必
要
で
す
。
30
万
円
を
超

え
る
納
付
書
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

　

対
応
の
携
帯
電
話
や
金
融
機
関
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

　

パ
ソ
コ
ンhttp://bc-pay.jp/pc/

　

携
帯
電
話https://bc-pay.jp/

※
ペ
イ
ジ
ー
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
・

モ
バ
イ
ル
レ
ジ
を
利
用
の
場
合
、
領

収
証
は
発
行
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

平
成
24
年
度
の
市
税
等
の
納
付
期

限
は
、
左
表
の
と
お
り
で
す
。
各
税

目
と
も
納
付
期
限
は
各
月
の
月
末
で

す
が
、
12
月
は
条
例
の
規
定
に
よ
り

25
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、

こ
れ
ら
の
日
が
土
・
日
曜
日
、
祝
日

に
あ
た
る
と
き
は
、
直
後
の
平
日
が

納
付
期
限
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
市
税
等
は
、
納
期
限
を
過

ぎ
て
納
付
す
る
場
合
、
延
滞
金
が
加

算
さ
れ
ま
す
。
必
ず
納
期
限
内
に
納

付
し
ま
し
ょ
う
。

　

所
得
が
な
い
場
合
で
も
、
市
県
民

税
の
申
告
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

市
税
等
に
は
減
免
制
度
が
あ
り
ま

す
の
で
、
各
担
当
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
※
な
お
、
各
納
期
限
の

７
日
前
ま
で
に
減
免
申
請
書
の
提
出

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

・
税
務
課　

市
民
税
担
当（
直
通

594-

５
５
１
８
）、
固
定
資
産
税
担

当（
直
通
594-

５
５
１
９
）、
納
税

担
当（
直
通
594-

５
５
２
０
）

・
保
険
年
金
課【
国
民
健
康
保
険
税
・

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
】国
民
健

康
保
険
担
当（
直
通
594-

５
５
４

１
）、
後
期
高
齢
者
医
療
担
当（
直
通

594-

５
５
４
２
）

・
高
齢
介
護
課【
介
護
保
険
料
】介
護

担
当（
直
通
594-

５
５
４
０
）

・
会
計
課【
ペ
イ
ジ
ー
・
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
・
モ
バ
イ
ル
レ
ジ
】出
納

担
当（
直
通
594-

５
５
５
８
）

便
利
な
納
付
方
法

問
合
せ

市
税
等
の
減
免
制
度

市
税
等
は
納
付
期
限
内
に

納
め
ま
し
ょ
う

　市・県民税と固定資産税・都市計画税は、前納ができます。
前納とはその年度の第₁期の振替日に₁～₄期分を全額振替
することです。なお、残高不足等で振替できなかった場合は、
₁期は納付書納付、₂期以降は期別にて振替になります。

平成24年度納付期限（振替日）一覧
※いずれの税・料も普通徴収を対象としたものです。
◎市・県民税

◎固定資産税・都市計画税

◎軽自動車税

◎国民健康保険税、介護保険料、後期高齢者医療保険料

期　別 前　納 納付期限(振替日)
１期 ₁～₄期分 ₇月₂日（月）
₂期 ₈月31日（金）
₃期 10月31日（水）
₄期 平成2５年１月31日（木）

期　別 前　納 納付期限(振替日)
１期 ₁～₄期分 ₅月31日（木）
₂期 ₇月31日（火）
₃期 12月2５日（火）
₄期 平成2５年₂月2８日（木）

期　別 納付期限(振替日)
全期 ₅月31日（木）

期　別 納付期限(振替日)
１期 ₇月31日（火）
₂期 ₈月31日（金）
₃期 10月₁日（月）
₄期 10月31日（水）
₅期 11月30日（金）
₆期 平成2５年１月31日（木）
₇期 ₂月2８日（木）
₈期 ₄月₁日（月）
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　　　　　※（N）は設問に対する回答者数です。

市民意識調査の結果をお知らせします

0 20 40 60 80 100％

とても関心がある 少しは関心がある あまり関心がない
まったく関心がない 無回答

Ｈ17調査（   952）
（N）

Ｈ19調査（1,072）

Ｈ21調査（   796）

今回調査（全 体）
（   755）

29.7 49.5 7.9
1.51.51.5
0.90.90.9

24.3 50.5 9.0
2.52.52.5
1.81.81.8

25.8 47.6 10.6
1.61.61.6
5.35.35.3

20.9 54.8 21.1
1.61.61.6
1.61.61.6

図 1

0 20 40 60 80 100％

住みよい まあ住みよい どちらともいえない
やや住みにくい 住みにくい 無回答

Ｈ17調査（   952）
（N）

Ｈ19調査（1,072）

Ｈ21調査（   796）

今回調査（全 体）
（   755）

13.9 56.0 18.6 9.09.09.0

9.09.09.0

8.88.88.8

7.97.97.9

1.81.81.8
0.70.70.7

15.6 55.2 14.9
3.53.53.5
1.81.81.8

17.3 49.4 17.8
2.62.62.6
4.04.04.0

18.7 53.1 14.6
3.23.23.2
2.52.52.5

図 2

0 20 40 60 80 100％

これからも住み続けたい どちらともいえない
できれば他市町村に移りたい 無回答

Ｈ17調査（   952）
（N）

Ｈ19調査（1,072）

Ｈ21調査（   796）

今回調査（全 体）
（   755）

58.1 31.5 9.89.89.8

7.27.27.2

8.78.78.7

6.26.26.2

0.60.60.6

61.8 29.6 1.51.51.5

54.4 32.8 4.14.14.1

64.1 27.2 2.52.52.5

図 3

　
市
で
は
、「
緑
に
か
こ
ま
れ
た
健
康
な
文
化
都
市
」
の
実
現
に

向
け
た
市
政
運
営
の
指
針
と
な
る
「
第
四
次
北
本
市
総
合
振
興
計

画
後
期
基
本
計
画
」（
平
成
２４
年
度
か
ら
平
成
２７
年
度
ま
で
）
を

策
定
す
る
あ
た
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
生
活
や
市
政
に
関
す
る
意

見
・
要
望
を
把
握
し
、
基
礎
資
料
を
得
る
こ
と
を
目
的
に
、
北
本

市
市
民
意
識
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
調
査
の
結
果
が
ま
と

ま
り
ま
し
た
の
で
、
そ
の
一
部
を
抜
粋
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▪
問
合
せ　
政
策
推
進
課
政
策
推
進
担
当
（
直
通
594-

５
５
０
３
）

調
査
に
つ
い
て

調
査
地
域　

市
内
全
域

調
査
対
象　

市
内
在
住
の
満
１８
歳
以

上
の
人　

２
，０
０
０
人

抽
出
方
法　

住
民
基
本
台
帳
か
ら
無

作
為
に
抽
出

調
査
方
法　

郵
送
法
（
郵
送
配
布
・

郵
送
回
収
）

調
査
期
間　

平
成
２３
年
６
月
１５
日
か

ら
７
月
４
日

回
答
者
数　

７５５
人
（
回
答
率
：
３７
．

８
％
）

１
市
政
に
対
す
る

関
心
に
つ
い
て

　

市
政
に
対
す
る
関
心
度
は
、「
と

て
も
関
心
が
あ
る
」
が
20
．９
％
、

「
少
し
は
関
心
が
あ
る
」
が
54
．8
％

と
、
関
心
が
あ
る
と
す
る
回
答
の
合

計
は
75
．8
％
と
な
っ
て
お
り
、
高

い
水
準
と
な
っ
て
い
ま
す
。
過
去
の

調
査
結
果
と
比
較
す
る
と
、
平
成
17

年
度
は
79
．2
％
で
あ
っ
た
の
に
対

２
北
本
市
で
の

定
住
意
向
に
つ
い
て

　

住
み
や
す
さ
に
つ
い
て
は
、「
ま

あ
住
み
よ
い
」
の
割
合
が
53
．1
％

と
最
も
高
く
、
過
半
数
を
占
め
て
い

ま
す
。「
住
み
よ
い
」
18
．7
％
と
合

計
す
る
と
71
．8
％
が
住
み
よ
い
と

考
え
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す

（
図
２
）。
過
去
の
調
査
結
果
と
比
較

す
る
と
、
平
成
17
年
度
は
69
．9
％
、

平
成
19
年
度
は
70
．8
％
、
平
成
21

年
度
は
66
．7
％
で
減
少
に
転
じ
て

い
ま
し
た
が
、
今
回
調
査
で
は
過
去

を
上
回
る
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
、
平
成
19
年
度
74
．8
％
、
平
成

21
年
度
73
．4
％
と
、
年
々
関
心
が

低
下
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
が
、

今
回
調
査
で
は
回
復
し
て
き
て
い
ま

す
（
図
１
）。

　

今
後
の
居
住
意
向
に
つ
い
て
は
、

「
こ
れ
か
ら
も
（
可
能
な
限
り
）
住

み
続
け
た
い
」
の
割
合
が
64
．1
％

で
、
過
半
数
の
人
は
今
後
も
住
み
続

け
た
い
と
考
え
て
い
る
こ
と
が
う
か

が
え
ま
す
。

　

過
去
の
調
査
結
果
と
比
較
す
る

と
、
平
成
17
年
度
は
58
．1
％
、
平

成
19
年
度
は
61
．8
％
で
、
平
成
21

年
度
は
54
．4
％
で
し
た
が
、
今
回

調
査
に
お
け
る
64
．1
％
は
、
平
成

17
年
度
以
降
の
調
査
の
中
で
比
較
す

る
と
最
も
高
く
な
っ
て
い
ま
す
（
図

３
）。
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計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て

　

老
人
福
祉
法
に
基
づ
く
老
人
福
祉

計
画
、
介
護
保
険
法
に
基
づ
く
３
年

を
１
期
と
す
る
介
護
保
険
事
業
計
画

は
、
そ
れ
ぞ
れ
一
体
の
も
の
と
し
て

策
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
福
祉
計
画
に
つ
い
て
は
、

計
画
期
間
に
お
け
る
目
標
を
達
成
す

る
た
め
、
ど
の
よ
う
な
高
齢
者
施
策

を
展
開
し
て
い
く
か
に
つ
い
て
総
合

的
に
示
し
、
介
護
保
険
事
業
計
画
で

は
主
に
計
画
期
間
の
介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
見
込
み
量
等
に
つ
い
て

示
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
計
画
の
策
定
に
当
た
り
、
平

成
22
年
度
に
65
歳
以
上
の
市
民
の
人

や
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
に
対

し
、
施
策
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
庁
内
の

策
定
幹
事
会
だ
け
で
は
な
く
、
計
画

に
広
く
市
民
の
意
見
が
反
映
さ
れ
る

よ
う
に
、
公
募
に
よ
る
市
民
の
代
表

者
を
含
む
計
画
策
定
委
員
会
を
設
置

し
、
委
員
会
の
中
で
様
々
な
ご
意
見

を
い
た
だ
き
な
が
ら
計
画
を
策
定
し

ま
し
た
。

計
画
の
期
間

　

平
成
24
年
度
を
初
年
度
と
し
て
、

平
成
26
年
度
ま
で
の
３
カ
年
を
計
画

の
期
間
と
し
て
い
ま
す
。

計
画
の
概
要

　

今
回
の
計
画
は
、
こ
れ
ま
で
の
計

画
の
基
本
理
念
で
あ
る「
み
ん
な
で

つ
く
る
、心
か
よ
う
健
や
か
な
ま
ち
」

を
は
じ
め
、
次
の
５
つ
の
基
本
目
標

を
継
承
し
計
画
を
策
定
し
て
い
ま
す
。

【
基
本
目
標
】

・
健
康
に
暮
ら
せ
る
ま
ち

・
生
き
が
い
を
持
て
る
ま
ち

・
と
も
に
支
え
合
う
ま
ち

・
安
心
し
て
支
援
を
受
け
ら
れ
る
仕

　

組
み

・
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
体
制
整
備

計
画
の
閲
覧

　

計
画
は
、
高
齢
介
護
課
、
市
政
情

報
コ
ー
ナ
ー
、
中
央
図
書
館
、
地
域

学
習
セ
ン
タ
ー（
各
地
区
公
民
館
、

勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
学
習
セ
ン
タ
ー
）、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

介
護
保
険
料

　

65
歳
以
上
の
人
の
介
護
保
険
料
に

つ
い
て
は
、
介
護
保
険
事
業
計
画
の

中
で
推
計
さ
れ
る
、
今
後
３
年
間
の

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
に
必
要
な
事
業

見
込
み
額
を
基
に
算
出
さ
れ
ま
す
。

（
表
２
）

　

高
齢
化
の
進
展
に
よ
る
人
口
構
成

比
の
変
化
等
に
対
応
す
る
た
め
、
国

の
制
度
改
正
に
よ
り
平
成
24
年
度
か

ら
は
65
歳
以
上
の
人
の
負
担
割
合
が

20
％
か
ら
21
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま

し
た
。
※
こ
の
負
担
割
合
は
国
が
交

付
す
る
調
整
交
付
金
の
額
に
よ
っ
て

変
動
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
国
の
制
度
改
正
に
よ
り
介

表₁　北本市の高齢化率等の推計

表₂　介護保険標準給付費の見込み

　

市
で
は
、
平
成
24
年
度
か
ら
平
成
26
年
度
ま
で
を
計
画
期
間
と
す
る

高
齢
者
福
祉
計
画
２
０
１
２
・
第
５
期
介
護
保
険
事
業
計
画
を
策
定
し

ま
し
た
。
北
本
市
の
高
齢
化
率
は
増
加
傾
向
で
推
移
し
て
お
り
、
今
後

も
こ
の
傾
向
は
続
く
と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。（
表
１
）

　

こ
の
計
画
で
は
「
高
齢
者
が
住
み
な
れ
た
地
域
で
安
心
し
自
立
し
て

豊
か
な
生
活
が
で
き
る
社
会
」
の
実
現
を
目
指
し
た
高
齢
者
施
策
の
展

開
と
、
介
護
保
険
事
業
の
安
定
し
た
運
営
の
た
め
の
施
策
を
位
置
づ
け

て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
計
画
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▪問合せ　高齢介護課高齢者福祉担当（直通594-5539）、介護担当（直通594-5540）

「
み
ん
な
で
つ
く
る
、

　
心
か
よ
う
健
や
か
な
ま
ち
」の　

　
　
　
　
　
　
　
　
実
現
に
向
け
て

︱
高
齢
者
福
祉
計
画
２
０
１
２
・
第
５
期
介
護
保
険
事
業
計
画
を
策
定
︱

平成21年 平成22年 平成23年 平成24年 平成25年 平成26年
総人口 70,493人 70,193人 69,951人 69,567人 69,207人 68,807人
65歳以上 14,610人 15,119人 15,544人 16,421人 17,284人 18,140人
高齢化率 20.7% 21.5% 22.2% 23.6% 25.0% 26.4%

平成21年 平成22年 平成23年 平成24年 平成25年 平成26年
要介護認定者 1,719人 1,863人 1,982人 2,113人 2,262人 2,379人
認定者率
（対高齢者） 11.8% 12.3% 12.8% 12.9% 13.1% 13.1%

居宅サービス 地域密着型サービス 施設サービス

0

500,000

1,000,000

1,500,000

2,000,000

2,500,000

3,000,000

3,500,000

4,000,000
（千円）

平成21年度 平成22年度

実績値 推計値

平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度

990,666 1,046,781 1,146,336 1,257,409 1,403,533 1,562,047

1,000,131 1,082,247 1,155,671
1,411,369

1,558,949
1,571,984

2,176,955 2,332,657
2,513,602

2,970,821
3,315,648

3,500,927

186,159186,159186,159 203,628203,628203,628 211,594211,594211,594 302,043 353,166
366,896
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護
報
酬
の
単
価
が
約
1.2
％
引
き
上
げ

ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
他
、
北
本
市
で

は
高
齢
化
の
進
展
に
よ
る
介
護
サ
ー

ビ
ス
費
の
増
加
の
他
に
、
計
画
期
間

中
に
介
護
老
人
福
祉
施
設
等
の
施
設

整
備
が
予
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
介

護
給
付
費
の
増
加
が
見
込
ま
れ
て
い

ま
す
。

介
護
給
付
費
支
払
基
金
を

約
１
億
６
，０
０
０
円
取
崩
し

　

市
で
は
介
護
保
険
料
の
上
昇
を
で

き
る
だ
け
抑
制
す
る
た
め
に
、
介
護

給
付
費
支
払
基
金
を
３
年
間
で
約
１

億
６
，０
０
０
万
円
取
崩
し
財
源
と

し
て
充
当
し
ま
す
。

　

ま
た
、
埼
玉
県
か
ら
交
付
さ
れ
る

財
政
安
定
化
基
金
の
拠
出
額
約
１
，

７
０
０
万
円
に
つ
い
て
も
、
財
源
と

し
て
充
当
し
ま
す
。
こ
の
充
当
に
よ

り
、
保
険
料
が
月
額
281
円
軽
減
さ
れ

て
い
ま
す
。（
表
３
）

特
例
第
３
段
階
を
新
た
に
設
定

　

介
護
保
険
料
の
上
昇
に
よ
る
低
所

得
者
へ
の
配
慮
か
ら
、
市
で
は
新
た

に
特
例
第
３
所
得
段
階
を
設
け
ま
す
。

　

ま
た
、
引
続
き
第
３
所
得
段
階
の

保
険
料
率
を
国
の
基
準
よ
り
も
低
率

に
し
、
特
例
第
４
所
得
段
階
に
つ
い

て
も
継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。（
表
４
）

平
成
24
年
度
か
ら
平
成
26
年
度

ま
で
の
介
護
保
険
料

　

市
で
は
介
護
保
険
料
の
上
昇
を
で

き
る
だ
け
抑
制
す
る
た
め
に
基
金
等

を
財
源
と
し
て
充
当
し
、
ま
た
、
低

所
得
者
へ
の
配
慮
か
ら
特
例
の
所
得

段
階
を
設
け
る
こ
と
と
し
ま
し
た

が
、
介
護
保
険
制
度
の
運
営
に
必
要

な
財
源
を
確
保
す
る
た
め
、
平
成
24

年
度
か
ら
平
成
26
年
度
ま
で
の
65
歳

以
上
の
人
の
介
護
保
険
料
基
準
月
額

が
現
在
の
３
，１
４
９
円（
年
額
３
万

７
，７
０
０
円
）か
ら
４
，０
４
８
円

（
年
額
４
万
８
，５
０
０
円
）に
改
定

に
な
り
ま
す
。（
表
４
）

　

埼
玉
県
の
平
均
保
険
料
月
額
は

４
，５
０
６
円
で
あ
り
、
北
本
市
は

平
均
額
以
下
と
な
っ
て
い
ま
す
。

表₃　介護給付費支払基金等の取崩し予定

表₄　介護保険料（年額）の期別比較

▪問合せ　高齢介護課高齢者福祉担当（直通594-5539）、介護担当（直通594-5540）

本来の保険料
基準月額　4,329円

281円軽減
（月額）

281円軽減
（月額）

281円軽減
（月額）

H24年度 　H25年度　 H26年度

介護保険支払基金取崩し額　　　162,844,968円
埼玉県財政安定化基金拠出額　　 17,592,913円

※介護保険料は基準所得段階である第₄段階の金額を₁として、所得に応じそれぞれの段階の保険料率を乗じて決定されています。

➡

←新設

←国基準は
　０.75

基準所得
段階

対象となる人 第₄期（H21～23年度）

第₁段階 ●生活保護受給者の人
●老齢福祉年金受給者で世帯全員が住民税非課税の人 18,800円 0.5

第₂段階 世帯全員が住民税非課税で、前年の課税年金収入額と合
計所得金額の合計が80万円以下の人 18,800円 0.5

（特例） 世帯全員が住民税非課税で、前年の課税年金収入額と合
計所得金額の合計が120万円以下の人 ー ー

第₃段階 世帯全員が住民税非課税で、第₂段階に該当しない人 26,300円 0.7

（特例）
世帯の誰かに住民税が課税されているが、本人は住民税
非課税で、前年の課税年金収入額と合計所得金額の合計
が80万円以下の人

33,900円 0.9 

第₄段階 世帯の誰かに住民税が課税されているが、本人は住民税
非課税で、特例第₄段階に該当しない人 37,700円 1.0 

第₅段階 本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が190万円未
満の人 47,100円 1.25

第₆段階 本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が190万円以
上500万円未満の人 56,500円 1.50 

第₇段階 本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が500万円以
上の人 65,900円 1.75

第₅期（H24～26年度）

24,200円 0.5

24,200円 0.5

29,100円 0.6

33,900円 0.7

43,600円 0.9

48,500円 1.0 

60,600円 1.25

72,700円 1.50 

84,800円 1.75

軽減後の保険料
基準月額　4,０48円
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　市では、国土交通省と連携し、本市西側の荒川河川敷に「北本水辺プラ
ザ公園（愛称：三国コカ・コーラボトリング北本みずべひろば）」を整備し
てきました。このたび工事が完了し、5月20日（日）にオープニングイベ
ントを開催します。
　荒川沿いには、国指定の天然記念物の石戸蒲ザクラや高尾宮岡ふるさ
と緑の景観地などの緑地や、自然観察公園、高尾さくら公園、野外活動
センターなどの公共施設がたくさんあります。そこで、これらを生かし、
さらに人々が自然学習や散策のできるような水辺の拠点として、平成20
年度から事業を進めてきました。整備は国土交通省荒川上流河川事務所
と市が協働で実施しました。ま
た、完成後の公園の維持管理費
用を軽減するため、ネーミング
ライツ（公共施設の命名権）を導
入し、三国コカ・コーラボトリ
ング株式会社をパートナーとし
て決定しました。今後は、三国
コカ・コーラボトリング株式会
社と連携して市民の皆さんに愛
される公園にしていきます。

さかなクンのトークショー　正午から午後０時45分
　荒川の魚を楽しく紹介。　
イベントブース
　みんなで楽しくエコバッグづくり
　荒川の環境と防災
　地場産品の販売など
▪問合せ　都市計画課公園緑地担当
　　　　　（直通５９４－５５４７）

▪と　き　5月20日（日）　午前11時から午後２時（小雨決行）
▪ところ　三国コカ・コーラボトリング北本みずべひろば（荒井橋上流左岸）

とまちゃんも
くるよ。

▲水辺を楽しめる散策路 ▲来場者を迎える駐車場

▲さかなクン

▲旧河川を模したせせらぎ水路

広大な多目的広場

「北本水辺プラザ公園」がオープンします
（愛称：三国コカ・コーラボトリング北本みずべひろば）

荒井橋

高尾橋

高尾さくら公園高尾さくら公園高尾さくら公園

三国コカ・コーラボトリング
北本みずべひろば
三国コカ・コーラボトリング
北本みずべひろば
三国コカ・コーラボトリング
北本みずべひろば

野外活動センター野外活動センター野外活動センター
高尾宮岡ふるさとの
緑の景観地
高尾宮岡ふるさとの
緑の景観地
高尾宮岡ふるさとの
緑の景観地

阿弥陀堂阿弥陀堂阿弥陀堂
荒

　川

市役所

西口 北
本
駅

N

三国コカ・コーラボトリング北本みずべひろば
オープニングイベント
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※注意　『宇宙一直線』と『スターリーテイルズ』の投影日をお間違えないように、来館前にご確認ください。

観覧料（チケットは投影開始３０分前から１階窓口にて販売します。）
　〈きっずぷらねたりうむ〉〈宇宙見人（そらみすと）プラネタリウム〉
　　 市内・・・大人２００円、子ども１００円（鴻巣市と桶川市の人は市内料金）
　　 市外・・・大人３００円、子ども１５０円
　〈デジタルムービープラネタリウム１〉〈デジタルムービープラネタリウム２〉
　 　市内外一律・・・ 大人５００円、子ども３００円

★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★

　座席や床、壁など内装をリニューアルしたプラネタリウムで見る美しい星空と、デジタル映像システムに
よる臨場感あふれる映像…。そして、プラネマイスターのお話しと音楽から様々な体験をすることができます。

『きっずぷらねたりうむ』では“楽しさ”を、『宇宙見人（そらみすと）プラネタリウム』では“宇宙の広大さと癒し”
を、『デジタルムービープラネタリウム１』では“夢を持ち続けることのすばらしさ”を、『デジタルムービープラ
ネタリウム２』では“人類の想いと歴史”を感じ取れることでしょう。
　サイエンスとエンターテイメントを兼ね備えるバージョンアップしたプラネタリウムをお楽しみください。
▪問合せ　文化センター中央公民館（☎591-7321）

投影日時：土曜・日曜・祝日と学校夏冬春休み期間の月曜・水曜・
　　　　 木曜　午前１１時～
投影内容：�『ゲ－ム＆クイズDEプラネタリウム』と『ポケットモン

スターベストウイッシュ～光と影のテンキュウギ～』�
投影期間：５月３日（木・祝）～平成２５年３月３１日（日）まで

©Nintendo・Creatures・GAME FREAK・TV Tokyo・ShoPro・JR Kikaku  ©Pokemon
配給 コニカミノルタプラネタリウム

投影日時：土曜・日曜・祝日と学校夏冬春休み期間の月曜・水曜・木曜　午後１時３０分～
投影内容：�『今夜の星空解説』と『季節のテーマと癒したいむ春のテーマ（４月～６月）：火星と

土星を見よう！』
　　　　　５月の癒したいむ：金環日食

投影日時：土曜と祝日にあたる水曜・金曜と学校夏冬春休み期間の
　　　　　水曜　午後３時３０分～
投影内容：『夢は永遠に…』と『宇宙一直線』
投影期間：５月４日（金・祝）～平成２５年３月２３日（土）まで

　　　　　©KAGAYA スタジオ

投影日時：日曜と祝日にあたる月曜・木曜と学校夏冬春休み期間の
　　　　　月曜・木曜　午後３時３０分～
投影内容：�『星座の歴史』と『スターリーテイルズ～星座は時をこえ

て～』
投影期間：５月３日（木・祝）～平成２５年３月２４日（日）まで

　　　　　©KAGAYA スタジオ

〈きっずぷらねたりうむ〉

〈宇宙見人（そらみすと）プラネタリウム〉

〈デジタルムービープラネタリウム１〉

〈デジタルムービープラネタリウム２〉

きたもとプラネタリウムが
リニューアル＆バージョンアップ‼
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特
別
障
害
者
手
当
・
障
害
児

福
祉
手
当
・
経
過
的
福
祉
手

当
の
手
当
額
を
改
定

　

精
神
ま
た
は
身
体
に
著
し
く
重

度
の
障
が
い
を
有
す
る
人
に
支
給

さ
れ
る
国
の
手
当
で
す
。

　

平
成
24
年
４
月
か
ら
、
手
当
額

が
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

⑴
特
別
障
害
者
手
当

○
支
給
対
象
者　

20
歳
以
上
で

あ
っ
て
、
重
度
の
障
が
い
が
重
複

す
る
な
ど
、
日
常
生
活
に
お
い
て

常
時
特
別
の
介
護
を
要
す
る
状
態

に
あ
る
人
。
た
だ
し
、
施
設
に
入

所
し
て
い
る
人
、
継
続
し
て
３
カ

月
を
超
え
て
病
院
等
に
入
院
し
て

い
る
人
は
除
き
ま
す
。

○
手
当
額　

月
額
２
万
６
，２
６

０
円

⑵
障
害
児
福
祉
手
当

○
支
給
対
象
者　

20
歳
未
満
で

あ
っ
て
、
身
体
障
害
者
手
帳
の
１

級
お
よ
び
２
級
の
一
部
の
人
、
療

育
手
帳
Ⓐ
の
人
、
な
ら
び
に
常
時

介
護
を
要
す
る
精
神
障
が
い
者
、

そ
の
他
こ
れ
と
同
程
度
の
人
。

　

た
だ
し
、
障
が
い
を
支
給
事
由

と
す
る
年
金
を
受
給
し
て
い
る
人

お
よ
び
施
設
に
入
所
し
て
い
る
人

は
除
き
ま
す
。

○
手
当
額　

月
額
１
万
４
，２
８

０
円

⑶
経
過
的
福
祉
手
当

○
支
給
対
象
者　

障
害
基
礎
年
金

が
昭
和
61
年
４
月
に
開
始
さ
れ
た

と
き
、
そ
れ
ま
で
福
祉
手
当
と
し

て
受
給
し
て
い
た
人
に
対
す
る
経

過
措
置
で
す
。
新
規
申
請
は
で
き

ま
せ
ん
。
ま
た
、
施
設
に
入
所
し

て
い
る
人
は
除
き
ま
す
。

○
手
当
額　

月
額
１
万
４
，２
８

０
円

※
⑴
～
⑶
い
ず
れ
も
所
得
制
限
が

あ
り
、
受
給
者
や
扶
養
義
務
者
の

所
得
に
よ
り
支
給
停
止
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

▪
問
合
せ　

障
が
い
者
福
祉
課
障

が
い
者
給
付
担
当（
直
通
594 

-
５

５
３
５
）

重
度
心
身
障
害
者
自
動
車
燃

料
費
助
成
事
業
の
助
成
金
額

増
額
の
お
知
ら
せ

　

平
成
24
年
４
月
よ
り
重
度
心
身

障
害
者
自
動
車
燃
料
費
助
成
事
業

の
助
成
金
額
が
年
額
２
，０
０
０

円
か
ら
４
，０
０
０
円
に
増
額
さ

れ
ま
し
た
。

　

対
象
者
、
申
込
方
法
な
ど
詳
し

く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▪
問
合
せ　

北
本
市
社
会
福
祉
協

議
会（
☎
593 

-
２
９
６
１
）

埼
玉
中
部
環
境
セ
ン
タ
ー
へ

自
己
搬
入
す
る
ご
み
の
受
付

場
所
が
変
わ
り
ま
し
た

　

一
般
家
庭
ご
み
の
う
ち
、
粗
大

ご
み
お
よ
び
、も
や
せ
る
ご
み
は
、

埼
玉
中
部
環
境
セ
ン
タ
ー（
吉
見

町
）へ
自
己
搬
入
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
粗
大
ご
み
等
の
品
目
の

確
認
、
搬
入
許
可
証
の
発
行
お
よ

び
粗
大
ご
み
の
処
理
手
数
料
の
支

払
い
は
、
４
月
か
ら
北
本
リ
サ
イ

ク
ル
事
業
協
同
組
合
で
実
施
し
て

い
ま
す（
下
記
地
図
参
照
）。
市
役

所
く
ら
し
安
全
課
で
は
受
付
を
し

て
い
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

※
粗
大
ご
み
の
自
宅
回
収
お
よ
び

事
業
系
の
粗
大
ご
み
、
も
や
せ
る

ご
み（
い
ず
れ
も
有
料
）の
受
付
方

法
に
つ
い
て
は
、
変
更
あ
り
ま
せ

ん
。

▪
問
合
せ　

北
本
リ
サ
イ
ク
ル

事
業
協
同
組
合（
☎
593 

-
３
２
９

３
）

の
Topics

まち の
Topics

北本市文化センター
市立中央図書館
北本市中央公民館

北本市文化センター
市立中央図書館
北本市中央公民館

北本市役所北本市役所

北本市本町2-10-2
北新ムーンハイツ108
北本市本町2-10-2
北新ムーンハイツ108

第17回北本さくらまつり
　₄月₇日・₈日、高尾さくら公園を会場に「第
17回北本さくらまつり」が開催されました。
　当日は新鮮野菜や地場産品等の販売、ステー
ジイベント、縁日コーナー、集まれビンゴ大会
のほか、北本トマトカレーをはじめ第₉回埼玉
Ｂ級ご当地グルメ王決定戦の入賞グルメも出店
し、桜に彩られた会場は多くの家族連れでにぎ
わいました。
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北本市役所

☎048（591）1111（代表）・FAX048（592）5997

▪
問と
い

合あ
わ

せ　

市し

民み
ん

課か

戸こ

籍せ
き

担た
ん

当と
う

（
直
ち
ょ
く

通つ
う

594 

-
５
５
２
７
）

外
国
人
学
校
通
学
補
助

　

外
国
人
学
校
に
通
う
児
童
生
徒

の
保
護
者
に
、
外
国
人
学
校
通
学

助
成
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

▪
対
象
世
帯　

市
内
に
在
住
し
、

公
立
義
務
教
育
諸
学
校
に
在
籍
せ

ず
、
外
国
人
学
校
に
在
籍
す
る
児

童
生
徒
の
保
護
者

▪
補
助
金
の
額

・
小
学
校　

月
額
３
，０
０
０
円

以
内

・
中
学
校　

月
額
５
，０
０
０
円

以
内

▪
申
請
手
続
き
・
問
合
せ　

学
校

教
育
課
学
事
担
当（
直
通
594 

-
５

５
６
３
）

５
月
は

「
赤
十
字
運
動
月
間
」で
す

　

赤
十
字
活
動
は
、
皆
さ
ん
か
ら

寄
せ
ら
れ
た
社
資（
活
動
資
金
）に

よ
り
、
災
害
救
護
活
動
、
国
際
救

援
活
動
、
救
急
法
等
講
習
事
業
、

血
液
事
業
、
医
療
事
業
な
ど
様
々

な
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
今

年
も
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

▪
問
合
せ　

日
本
赤
十
字
社
埼
玉

県
支
部
北
本
市
地
区（
福
祉
課
地

域
福
祉
担
当
・
直
通
594 

-
５
５

３
４
）

市
役
所
代
表
電
話
番
号
に

つ
い
て

　

市
役
所
代
表
電
話
番
号
は
、

「
591 
-
１
１
１
１
」で
す
。
お
掛

け
間
違
い
の
な
い
よ
う
ご
注
意
を

お
願
い
し
ま
す
。

▪
問
合
せ　

総
務
課
危
機
管
理
・

管
財
担
当（
直
通
594 
-
５
５
０

９
）平

成
23
年
度
版
男
女
共
同
参

画
の
推
進
に
関
す
る
年
次
報

告
書
を
作
成
し
ま
し
た

　

市
で
は
、
男
女
共
同
参
画
の
推

進
に
関
す
る
施
策
の
実
施
状
況
を

明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
平
成
23

年
度
版
年
次
報
告
書
を
作
成
し
ま

し
た
。
年
次
報
告
書
は
、市
役
所
、

各
地
域
学
習
セ
ン
タ
ー
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

▪
問
合
せ　

協
働
推
進
課
人
権
推

進
・
男
女
共
同
参
画
担
当（
直
通

594 

-
５
５
０
７
）

外が
い

国こ
く

人じ
ん

住じ
ゅ
う

民み
ん

の
登と
う

録ろ
く

制せ
い

度ど

が
変か

わ
り
ま
す

　

７し
ち

月が
つ

９こ
こ
の
か日
か
ら
、
外が
い

国こ
く

人じ
ん

登と
う

録ろ
く

法ほ
う

が
廃は
い

止し

さ
れ
、
外が
い

国こ
く

人じ
ん

も
日に

本ほ
ん

人じ
ん

と
同お
な

じ
住
じ
ゅ
う

民み
ん

基き

本ほ
ん

台だ
い

帳ち
ょ
うに
登と
う

録ろ
く

さ
れ
ま
す
。
ま
た
、「
外が
い

国こ
く

人じ
ん

登と
う

録ろ
く

証し
ょ
う

明め
い

書し
ょ

」は
、「
在ざ
い

留り
ゅ
う

カ
ー
ド
」ま
た

は「
特と
く

別べ
つ

永え
い

住じ
ゅ
う

者し
ゃ

証し
ょ
う

明め
い

書し
ょ

」に
切き
り

替か

わ
り
ま
す
。
た
だ
し
、「
外が
い

国こ
く

人じ
ん

登と
う

録ろ
く

証し
ょ
う

明め
い

書し
ょ

」は
新し
ん

制せ
い

度ど

施し

行こ
う

後ご

も

一い
っ

定て
い

の
間あ
い
だは
有ゆ
う

効こ
う

で
す
の
で
、
た

だ
ち
に
切き
り

替か

え
の
手て

続つ
づ

き
を
す
る

必ひ
つ

要よ
う

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

詳く
わ

し
く
は
、
担た
ん

当と
う

ま
で
お
問と

い

合あ

わ
せ
く
だ
さ
い
。

▪
仮か
り

住じ
ゅ
う

民み
ん

票ひ
ょ
うの
送そ
う

付ふ　

住じ
ゅ
う

民み
ん

票ひ
ょ
う

を
作さ
く

成せ
い

す
る
対た
い

象し
ょ
う

者し
ゃ

と
な
る
外が
い

国こ
く

人じ
ん

の
い
る
世せ

帯た
い

あ
て
に
、
仮か
り

住じ
ゅ
う

民み
ん

票ひ
ょ
うを
送そ
う

付ふ

し
ま
す
の
で
、
記き

載さ
い

内な
い

容よ
う

の
確か
く

認に
ん

に
ご
協き
ょ
う

力り
ょ
く

を
お
願ね
が

い
し

ま
す
。
世せ

帯た
い

員い
ん

の
記き

載さ
い

順じ
ゅ
んお
よ
び

続ぞ
く

柄が
ら

に
修
し
ゅ
う

正せ
い

の
あ
る
人ひ
と

、
外が
い

国こ
く

人じ
ん

世せ

帯た
い

員い
ん

の
人ひ
と

で
氏し

名め
い

お
よ
び
カ
ナ

氏し

名め
い

に
修
し
ゅ
う

正せ
い

の
あ
る
人ひ
と

は
、
返へ
ん

信し
ん

用よ
う

の
書し
ょ

類る
い

に
記き

載さ
い

し
て
同ど
う

封ふ
う

し
た

封ふ
う

筒と
う

で
返へ
ん

送そ
う

し
て
く
だ
さ
い
。
そ

れ
以い

外が
い

の
変へ
ん

更こ
う

に
つ
い
て
は
市し

民み
ん

課か

外が
い

国こ
く

人じ
ん

登と
う

録ろ
く

窓ま
ど

口ぐ
ち

へ
お
越こ

し
く

だ
さ
い
。

　荒川河川敷の「水辺プラザ」が完成しました。
　「水辺プラザ」は、荒川の親水拠点として国土交
通省と北本市が一体となって整備を進めてきた公
園整備事業で、かつての荒川の流れを模した旧流
路体験水路や広大な芝生広場、市が整備した駐車
場など約4．1ヘクタールもの広さがあります。園路
を行くと荒川に近づくことができ、力強い川音と
ダイナミックな流れが体感できます。
　川のせせらぎには「１/ｆ（エフぶんのいち）ゆら
ぎ」という、人をリラックスさせる効果があるとい
われています。かつて舟運で栄えた高尾河岸があっ
たこの地が、水とみどりの安らぎ空間に変わり、
近隣の高尾さくら公園、野外活動センター、緑の
トラスト₈号地などとのネットワーク化により荒
川周辺がさらに魅力ある地域になる、その拠点に
していきたいと考えています。
　整備は国と市で行いましたが、維持管理は市が
行います。名称を決めるにあたってはネーミング
ライツ（公共施設の命名権）事業を導入し、三国コ
カ・コーラボトリング株式会社をパートナーとし
て決定。「三国コカ・コーラボトリング北本みずべ
ひろば」と命名しました。
　₅月20日（日）には市民の皆様へお披露目する
オープニングイベントを予定しています。「さかな
クン」のトークショーなど子どもが楽しめるイベン
トや出店を計画していますので、ご家族で是非ご
来場ください。

｢そろばん｣は学ぶ丈の価値が有ります。日本人は以前より広く｢そろばん｣
が学ばれた、おかげで数字に強い国民に成りました。電卓やコンピュータ
ーが普及した現在、逆に学校関係者やマスコミが｢そろばん｣の存在を再
評価し、優れた学習器具として授業にも取り入れられて居ます。上達すれ
ばする程一生の宝物として身に付き、様々なシーンで必ず役立つ｢そろば
ん｣を是非、幼少より｢脳の栄養｣として学んで下さい。※数字の１から50
まで読んで書ければ｢何才｣でも入塾受付致します。

生徒募集

北本市中央2 - 7 8
お問い合せ
〔電〕048-594-0980

そろばん
フラッシュあんざん

北本駅西ロ徒歩１分

石川珠算学院

算数の基礎は正確な計算力を低学年時に身に付ける事が大切で
す。生涯役立つ暗算力もパソコン（フラッシュあんざん）とソロ
バン併用で上達の時間がより効果的に成って居ります。現在、
小学３年生で暗算検定の有段者も育っています。練習次第で誰
も上達します。
いつでもお電話後、来塾して下さい。

「そろばん」の練習過程で培われる処理能力、記憶力、集中力は
他に類をみないものが有ります。当塾では現在₄桁×₄桁の「か
け算」の答えを「あんざん」で解答出来る生徒の内、一番低学年生
は小学₃年生です。これは特別な事ではなく子供の隠れた能力
を「そろばん」練習や、パソコンで指導する「フラッシュあんざん」
が自然に引き出して呉れた結果です。
※数字の１カラ50マデ読めて書ければ何才でも受付致します。
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北
本
市
副
市
長
に

西に
し

岡お
か

利と
し

浩ひ
ろ

さ
ん
が
就
任

　

西
岡
利
浩
さ
ん（
さ
い
た
ま
市
）

が
、
４
月
１
日
付
け
で
北
本
市
副

市
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

　

西
岡
さ
ん
は
、
昭
和
39
年
生
ま

れ
の
48
歳
で
、
県
総
合
政
策
部
交

通
政
策
課
、
県
県
土
整
備
部
県
土

整
備
政
策
課
、
県
総
務
部
学
事
課

な
ど
を
歴
任
し
て
い
ま
す
。

公
平
委
員
会
委
員
に

長な
が

島し
ま

敏と
し

雄お

さ
ん
を
再
任

　

長
島
敏
雄
さ
ん（
鴻
巣
市
宮
地
）

が
、
４
月
１
日
付
で
、
公
平
委
員

に
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

市
役
所
の
人
事

※
課
長
相
当
職
以
上
・（　

）内
は

旧
職
・
Ｇ
Ｌ
は
グ
ル
ー
プ
リ
ー

ダ
ー

昇
格（
４
月
１
日
付
）

・
市
民
経
済
部
付
副
部
長（
北
本

地
区
衛
生
組
合
へ
派
遣
）　

松
永

正
治（
都
市
整
備
部
下
水
道
課

長
）・
都
市
整
備
部
参
事
兼
建
築

開
発
課
長　

横
田
順
一（
総
務
部

税
務
課
長
）・
総
務
部
税
務
課
副

課
長〔
納
税
担
当
Ｇ
Ｌ
〕　

平
井
巌

（
都
市
整
備
部
建
築
開
発
課
開
発

指
導
担
当
主
幹
）・
保
健
福
祉
部

こ
ど
も
課
東
保
育
所
長（
副
課
長

相
当
職
）　

小
松
原
久
子（
こ
ど

も
課
中
央
保
育
所
長（
主
幹
相
当

職
））・
都
市
整
備
部
南
部
地
域
整

備
課
久
保
土
地
区
画
整
理
事
務
所

長（
副
課
長
相
当
職
）　

野
口
勉

（
都
市
計
画
課
公
園
担
当
主
幹〔
Ｇ

Ｌ
〕）・
議
会
事
務
局
議
事
担
当
主

席
主
幹〔
Ｇ
Ｌ
〕　

松
永
た
つ
子

（
教
育
部
教
育
総
務
課
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
所
長
）・
教
育
部
学
校

教
育
課
副
課
長〔
指
導
担
当
Ｇ
Ｌ
〕

兼
指
導
主
事　

原
口
穣（
学
校
教

育
課
学
事
担
当
主
幹〔
Ｇ
Ｌ
〕兼
指

導
主
事
）・
教
育
部
体
育
課
長
兼

指
導
主
事　

恵
守
孝
二（
体
育
課

保
健
体
育
担
当
主
幹〔
Ｇ
Ｌ
〕兼
生

涯
ス
ポ
ー
ツ
担
当
主
幹〔
Ｇ
Ｌ
〕兼

指
導
主
事
）

異
動（
４
月
１
日
付
）

・
総
合
政
策
部
副
部
長
兼
秘
書
広

報
課
長　

須
藤
健
治（
総
合
政
策

部
参
事
兼
財
政
課
長
）・
市
民
経

済
部
副
部
長
兼
く
ら
し
安
全
課
長

　

加
藤
功（
総
合
政
策
部
副
部
長

兼
秘
書
広
報
課
長
）・
保
健
福
祉

部
副
部
長
兼
こ
ど
も
課
長
兼
こ
ど

も
発
達
支
援
室
長　

小
林
公
一

（
保
健
福
祉
部
参
事
兼
保
険
年
金

課
長
）・
総
合
政
策
部
協
働
推
進

課
長
併
公
平
委
員
会
事
務
職
員　

磯
野
治
司（
市
民
経
済
部
み
ど
り

環
境
課
長
）・
総
務
部
財
政
課
長

　

原
島
敏
一（
総
合
政
策
部
協
働

推
進
課
長
併
公
平
委
員
会
事
務
職

員
）・
総
務
部
税
務
課
長　

田
中

正
昭（
市
民
経
済
部
産
業
観
光
課

長
併
農
業
委
員
会
事
務
局
長
）・

市
民
経
済
部
く
ら
し
安
全
課
交

通
・
防
犯
担
当
主
席
主
幹〔
Ｇ
Ｌ
〕

　

小
松
英
紀（
埼
玉
県
警
か
ら
派

遣
）・
市
民
経
済
部
市
民
課
長　

長
島
良
和（
総
務
部
市
民
課
長
）・

市
民
経
済
部
産
業
観
光
課
長
併
農

業
委
員
会
事
務
局
長　

新
井
信
弘

（
産
業
観
光
課
副
課
長〔
観
光
推
進

担
当
Ｇ
Ｌ
〕）・
保
健
福
祉
部
福
祉

課
長　

加
藤
啓
一（
こ
ど
も
課
長

兼
こ
ど
も
発
達
支
援
室
長
）・
保

健
福
祉
部
障
が
い
者
福
祉
課
長　

大
島
衡
基（
都
市
整
備
部
久
保
土

地
区
画
整
理
事
務
所
長
）・
保
健

福
祉
部
高
齢
介
護
課
長　

石
田

謙（
議
会
事
務
局
議
事
担
当
主
席

主
幹〔
Ｇ
Ｌ
〕）・
保
健
福
祉
部
保

険
年
金
課
長　

矢
口
英
夫（
総
務

部
税
務
課
副
課
長〔
納
税
担
当
Ｇ

Ｌ
〕）・
保
健
福
祉
部
健
康
づ
く
り

課
長　

朝
倉
真
由
美（
埼
玉
県
か

ら
派
遣
）・
都
市
整
備
部
都
市
計

画
課
長　

大
藏
裕
介（
埼
玉
県
か

ら
派
遣
）・
都
市
整
備
部
南
部
地

域
整
備
課
長
兼
企
業
誘
致
・
新
駅

設
置
推
進
担
当
主
幹〔
Ｇ
Ｌ
〕　

星

正
三（
建
築
開
発
課
副
課
長〔
開
発

指
導
担
当
Ｇ
Ｌ
〕）・
都
市
整
備
部

下
水
道
課
長　

西
村
昌
志（
南
部

地
域
整
備
課
長
）・
教
育
部
学
校

教
育
課
長
兼
指
導
主
事　

靍
間
和

男（
学
校
教
育
課
副
課
長〔
指
導
担

当
Ｇ
Ｌ
〕兼
指
導
主
事
）・
選
挙
管

理
委
員
会
事
務
局
長
併
監
査
委
員

事
務
局
長
併
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
書
記　

村
田
則
弘（
保
健

福
祉
部
副
部
長
兼
福
祉
課
長
）

退
職
等（
３
月
31
日
付
）

・
市
民
経
済
部
副
部
長
兼
く
ら
し

安
全
課
長　

加
藤
正
雄
・
選
挙
管

理
委
員
会
事
務
局
長
併
監
査
委
員

事
務
局
長
併
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
書
記　

岩
崎
文
雄
・
市
民

経
済
部
く
ら
し
安
全
課
交
通
・
防

犯
担
当
主
席
主
幹（
Ｇ
Ｌ
）　

青
山

敏
一（
県
警
へ
復
帰
）・
保
健
福
祉

部
福
祉
課
副
課
長（
地
域
福
祉
担

当
Ｇ
Ｌ
）　

岩
崎
祥
江
・
保
健
福

祉
部
高
齢
介
護
課
長　

細
井
幸

好
・
保
健
福
祉
部
健
康
づ
く
り
課

長　

宇
佐
美
信
子（
県
へ
復
帰
）・

都
市
整
備
部
都
市
計
画
課
長　

中

嶋
仁（
県
へ
復
帰
）・
都
市
整
備
部

建
築
開
発
課
長　

阿
相
広
和（
県

へ
復
帰
）・
教
育
部
学
校
教
育
課

長
兼
指
導
主
事　

吉
田
伸
吾（
県

へ
復
帰
）・
教
育
部
体
育
課
長
兼

指
導
主
事　

石
塚
富
美
江（
県
へ

復
帰
）
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☎048（591）1111（代表）・FAX048（592）5997

児
童
扶
養
手
当
制
度

　

父
母
の
離
婚
、
死
亡
な
ど
に

よ
っ
て
、
父
ま
た
は
母
と
生
計
を

同
じ
く
し
て
い
な
い
子
ど
も
や
、

父
ま
た
は
母
に
一
定
の
障
が
い
の

あ
る
子
ど
も
を
育
て
て
い
る
人
に

支
給
さ
れ
る
手
当
て
で
す
。

▪
支
給
対
象
者　

18
歳
に
な
っ
た

年
の
３
月
31
日
ま
で
の
子
ど
も

（
一
定
の
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も

は
20
歳
未
満
ま
で
）を
養
育
し
て

い
る
父
、母
も
し
く
は
養
育
者
で
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
で

す
。

・
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
子
ど

も・
父
ま
た
は
母
が
死
亡
し
た
子
ど

も・
父
ま
た
は
母
に
一
定
の
障
が
い

が
あ
る
子
ど
も
※
子
ど
も
が
障
害

年
金
の
額
の
加
算
対
象
と
な
っ
て

い
る
と
き
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

・
母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
懐
胎

し
た
子
ど
も　

等

　

た
だ
し
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
し
た
場
合
は
、
手
当
を
受
給
で

き
ま
せ
ん
。

・
申
請
す
る
人
が
公
的
年
金
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
と
き

・
子
ど
も
が
父
ま
た
は
母
の
死
亡

に
つ
い
て
支
給
さ
れ
る
公
的
年
金

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
き

　北本市消防団の道祖土友光団長と北本市消防団が、３
月８日に消防庁長官表彰を受章しました。
　道祖土団長は、消防団員として多年にわたり活躍し他
の模範と認められ永年勤続章を受章されました。消防団
は、災害の防除や消防力の強化に努め優秀であることが
認められ表彰旗を授与されました。

消防長官表彰をダブル受章

＊出産祝　快気祝　ギフト販売２割引
＊葬儀式場(会館･祭壇無料、返礼品２割引）

 　0120-33-7475
北本市山中１－115

・
子
ど
も
が
児
童
福
祉
施
設
等

（
母
子
生
活
支
援
施
設
な
ど
を
除

く
）に
入
所
し
て
い
る
と
き　

等

▪
児
童
扶
養
手
当
額

※
平
成
24
年
４
月
分
か
ら
児
童
扶

養
手
当
額
に
つ
い
て
は
法
の
規
定

に
よ
り
改
定
さ
れ
ま
し
た
。
受
給

者
に
は
別
途
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▪
所
得
制
限　

申
請
す
る
人
や
そ

の
配
偶
者
お
よ
び
同
居
等
生
計
を

同
じ
く
し
て
い
る
扶
養
義
務
者
の

所
得
に
よ
り
、
手
当
の
支
給
に
制

限
が
あ
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ま
た
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

▪
問
合
せ　

こ
ど
も
課
子
育
て
支

援
担
当（
直
通
594 

-
５
５
３
７
）

特
別
児
童
扶
養
手
当
制
度

　

精
神
ま
た
は
身
体
に
一
定
の
障

が
い
の
あ
る
子
ど
も
を
育
て
て
い

る
人
に
支
給
さ
れ
る
手
当
て
で
す
。

▪
支
給
対
象
者　

精
神
ま
た
は
身

体
に
一
定
の
障
が
い
の
あ
る
20
歳

未
満
の
子
ど
も
を
養
育
し
て
い
る

父
、
母
も
し
く
は
養
育
者
で
す
。

　

た
だ
し
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
し
た
場
合
は
、
手
当
を
受
給
で

き
ま
せ
ん
。 

・
申
請
す
る
人
や
子
ど
も
が
日
本

国
内
に
住
所
を
有
し
な
い
と
き

・
子
ど
も
が
障
が
い
に
よ
る
公
的

年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と

き・
子
ど
も
が
児
童
福
祉
施
設
等
に

入
所
し
て
い
る
と
き

▪
特
別
児
童
扶
養
手
当
額

※
平
成
24
年
４
月
分
か
ら
特
別
児

童
扶
養
手
当
額
に
つ
い
て
は
法
の

規
定
に
よ
り
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

受
給
者
に
は
別
途
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

▪
所
得
制
限　

申
請
す
る
人
や
そ

の
配
偶
者
お
よ
び
同
居
等
生
計
を

同
じ
く
し
て
い
る
扶
養
義
務
者

（
申
請
者
の
直
系
血
族
、
兄
弟
姉

妹
）の
所
得
に
よ
り
、
手
当
の
支

給
に
制
限
が
あ
り
ま
す
。

▪
問
合
せ　

こ
ど
も
課
子
育
て
支

援
担
当（
直
通
594 

-
５
５
３
７
）

の
Topics

まち の
Topics

50,400円

33,570円

月　額
(１人について)

障害の
状　態

１級
(重度)

２級
(中度)

２人の場合の月額に
3,000円を加算

1人の場合の
金額に5,000
円を加算

41,420円～
9,780円

月　額
(一部支給)

児童数

１人

２人

３人以上

月　額
(全部支給)

41,430円

46,430円
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交
通
遺
児
手
当
制
度

　

市
で
は
、
交
通
災
害
に
よ
り
、

父
ま
た
は
母
も
し
く
は
父
母
が
と

も
に
死
亡
し
て
い
る
世
帯
の
子
ど

も（
就
労
し
て
い
な
い
子
ど
も
で

18
歳
年
度
末
ま
で
）の
保
護
者
に

対
し
、
交
通
遺
児
手
当
を
支
給
し

て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
こ
の
制
度
は
、
所
得
制
限
は
あ

り
ま
せ
ん
。

▪
支
給
対
象
者　

親
権
者
、
後
見

人
、
そ
の
他
の
人
で
あ
っ
て
、
子

ど
も
を
現
に
養
育
し
、
市
内
に
住

所
が
あ
る
人

▪
手
当
の
額　

子
ど
も
１
人
に
つ

き
月
額
３
，０
０
０
円（
９
月
と
３

月
に
、
６
カ
月
分
ず
つ
支
給
）

▪
問
合
せ　

こ
ど
も
課
子
育
て
支

援
担
当（
直
通
594 

-
５
５
３
７
）

陸
前
高
田
市
復
幸
応
援
セ
ン

タ
ー
へ
職
員
を
派
遣
し
て
い

ま
す

　

市
で
は
、
全
国
青
年
市
長
会
の

要
請
に
よ
り
、
東
日
本
大
地
震
で

甚
大
な
被
害
を
受
け
た
陸
前
高
田

市
の
復
幸
応
援
セ
ン
タ
ー
へ
職
員

１
人
を
４
月
１
日
か
ら
５
月
末
日

ま
で
の
２
カ
月
間
派
遣
し
て
い
ま

す
。

　

職
員
は
保
育
園
や
親
子
の
広
場

な
ど
の
移
転
・
再
開
の
支
援
、
地

域
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
へ
の
協
力
、

陸
前
高
田
復
興
グ
ッ
ズ
の
販
売
促

進
な
ど
復
興
支
援
を
行
い
な
が

ら
、
被
災
地
の
人
と
の
交
流
を

図
っ
て
い
ま
す
。

▪
問
合
せ　

総
務
課
職
員
担
当

（
直
通
594 

-
５
５
０
８
）

無
料
税
務
相
談

▪
と
き　

５
月
８
日（
火
）　

午
前

10
時
か
ら
正
午
、
午
後
１
時
か
ら

３
時

▪
と
こ
ろ　

税
務
課
５
番
窓
口
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

▪
相
談
担
当　

関
東
信
越
税
理
士

会
上
尾
支
部

▪
問
合
せ　

税
務
課
市
民
税
担
当

（
直
通
594 

-
５
５
１
８
）

市
税
等
の
夜
間
納
税
・
相

談
窓
口
を
開
設

　

市
で
は
、
都
合
に
よ
り
金
融
機

関
の
窓
口
で
市
税
等
を
納
付
で
き

な
い
人
の
た
め
に
、
毎
月
下
旬
に

夜
間
納
税
・
相
談
窓
口
を
開
設
し

て
い
ま
す
。

　

事
情
に
よ
り
納
付
が
困
難
な
人

も
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▪
と
き　

５
月
25
日（
金
）・
28
日

（
月
）の
午
後
７
時
45
分
ま
で

※
納
付
書
を
紛
失
し
た
場
合
は
、

再
発
行
で
き
ま
す
。

▪
と
こ
ろ
・
問
合
せ　

税
務
課
納

税
担
当（
直
通
594 

-
５
５
２
０
） 

新入学児童・生徒へ記念品贈呈
　鴻巣地区交通安全協会より新入学児童の皆さんに傘
を、北本市交通安全母の会は市産業観光課とタイアッ
プし「とまちゃん」ランドセルカバーを、また中学１年
生の皆さんに同母の会より自転車反射材を贈呈しまし
た。

さとう介護リフォーム 合同
会社

住宅改修･一般リフォーム
安心安全な住まいづくり

手すり１本から お問い合わせください｡
鴻巣市大間3-2-22-103 580-7790

今
月
の
納
税

○
固
定
資
産
税　

第
１
期
分

○
軽
自
動
車
税　

全
期
分

・
５
月
31
日（
木
）ま
で
に
納
め
ま

し
ょ
う
。

・
納
税
通
知
書
は
５
月
上
旬
に
発

送
し
ま
す
。
ま
た
、
口
座
振
替
を

利
用
し
て
い
る
人
は
、
残
高
を
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

６
月
の
第
２
週
は

危
険
物
安
全
週
間
で
す

【
平
成
24
年
度
推
進
標
語
】

～
危
険
物　

め
ざ
せ
完
封　

ゼ
ロ

災
害
～

　
「
危
険
物
」は
、
ガ
ソ
リ
ン
や
灯

油
な
ど
の
燃
料
だ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
身
の
回
り
に
は
、
塗
料
・

接
着
剤
・
エ
ア
ゾ
ー
ル
製
品
な
ど

「
危
険
物
」で
あ
る
こ
と
を
意
識
せ

ず
に
利
用
し
て
い
る
も
の
も
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。
取
り
扱
い
を
誤

る
と
思
わ
ぬ
事
故
や
災
害
に
つ
な

が
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

ご
家
庭
で
は
危
険
物
の
正
し
い

取
り
扱
い
や
保
管
に
努
め
、
危
険

物
を
取
り
扱
う
事
業
所
で
は
、
こ

の
機
会
に
今
一
度
危
険
物
の
貯

蔵
・
取
り
扱
い
を
見
直
し
ま
し
ょ

う
。

▪
問
合
せ　

埼
玉
県
央
広
域
消

防
本
部
予
防
課（
☎
597 

-
２
０
０

４
）

の
Topics

まち の
Topics

▲教育長への贈呈式

髙 橋 徹 総 合 法 律 事 務 所

企業法務　債権回収
労働問題　不動産
離婚問題　遺産相続
◆相談料30分5250円　（要事前予約）
◆浦和駅西口徒歩₂分

悩 み 事 解 決 の お 手 伝 い を し ま す

弁護士　髙橋　徹　　☎048-815-6077
電話受付　平日午前10時～午後₅時30分

さいたま市浦和区高砂２-１-２駒崎ビル402
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北本市役所

☎048（591）1111（代表）・FAX048（592）5997

　４月７日・８日、高尾７丁目地内で北本市景観
作物振興会主催による「第５回菜の花まつり」が開
催されました。
　当日はステージイベントのほか、菜の花迷路や
菜の花摘み、グラウンドゴルフ、甘酒の無料配布
などが行われ、訪れた人たちはうららかな春の一
日を過ごしていました。

第５回菜の花まつり
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

◎
市
の
社
会
福
祉
事
業
の
た
め

に
、
た
く
さ
ん
の
寄
付
金（
品
）が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

・
北
本
カ
ラ
オ
ケ
連
合
会
会
長　

清
水
靖
夫
様

◎
平
成
23
年
度
日
本
赤
十
字
社
の

特
別
社
資
に
、
次
の
団
体
か
ら
ご

協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た（
順
不

同
）。

・（
株
）高
脇
基
礎
工
事
様
・（
有
）

十
勝
様
・（
有
）新
鮮
組
様
・（
株
）

蓮
見
工
務
店
様
・
富
士
重
工
業

（
株
）様
・
鎌
田
工
業（
株
）様
・

（
有
）石
井
商
店
様
・
北
本
金
融
団

様
・
山
本
内
科
医
院
様
・
北
本
中

央
ク
リ
ニ
ッ
ク
様
・
滝
瀬
建
材
工

業（
株
）様
・
北
里
大
学
北
里
研
究

所
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
病
院
様

森
林
の
所
有
者
届
出
制
度

４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト

　

平
成
23
年
４
月
の
森
林
法
改
正

に
よ
り
、
平
成
24
年
４
月
以
降
、

森
林
の
土
地
の
所
有
者
と
な
っ
た

人
は
、
取
得
し
た
土
地
の
あ
る
市

町
村
へ
届
出
が
義
務
付
け
ら
れ
ま

し
た
。

▪
届
出
対
象
者　

個
人
・
法
人
を

問
わ
ず
、
売
買
や
相
続
等
に
よ
り

森
林
の
土
地
を
新
た
に
取
得
し
た

人
等

▪
届
出
期
間　

土
地
の
所
有
者
と

な
っ
た
日
か
ら
90
日
以
内

の
Topics

まち の
Topics

●北本市民大学書道講師● 書道研修者募集

北本市北本2-223　☎048-591-4406
［ポスターから賞状まで書き物お受けします］
綜合指導／石井春風・学生部指導／長谷川里枝

古典書から現代書まで

書　道

▪
問
合
せ　

産
業
観
光
課
農
政
担

当（
直
通
594 

-
５
５
３
２
）、
埼

玉
県
農
林
部
森
づ
く
り
課（
☎
０

４
８
-
８
３
０
-
４
３
１
２
）

古
文
書
を
読
む「
書
き
遺
さ

れ
て
い
た
大
地
震
」

　

全
国
各
地
に
は
、
地
震
や
津
波

の
様
子
を
書
き
遺
し
た
古
文
書
や

石
碑
が
現
存
し
ま
す
。

　

今
回
は
、
お
よ
そ
170
年
前
に
越

後
と
信
濃
の
国
境
を
襲
っ
た
大
地

震
に
つ
い
て
、
被
害
や
救
援
等
の

詳
細
が
書
か
れ
た
文
書
を
読
み
ま

す
。

▪
と
き　

６
月
５
日
か
ら
平
成
25

年
３
月
５
日
ま
で
の
原
則
第
１
火

曜
日（
８
月
を
除
く
）　

午
前
９
時

30
分
か
ら
11
時
30
分

▪
と
こ
ろ　

東
部
公
民
館
、
文
化

セ
ン
タ
ー

▪
定
員　

30
人（
申
込
順
）

▪
講
師　

岡
田
勝
雄
氏（
文
化
財

保
護
審
議
委
員
）

▪
費
用　

500
円（
保
険
料
・
資
料

代
）※
初
回
持
参

▪
申
込
み
・
問
合
せ　

５
月
７
日

（
月
）の
午
前
９
時
か
ら
地
域
資
料

室（
☎
592 

-
８
１
５
５
）へ
電
話

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

平
成
24
年
度
手
話
通
訳
者

養
成
講
習
会

▪
と
き　

６
月
４
日
か
ら
平
成
25

年
２
月
25
日
ま
で
の
毎
週
月
曜
日

の
午
後
７
時
か
ら
９
時
30
分（
計

40
回
・
曜
日
の
変
更
あ
り
）

▪
と
こ
ろ　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

受
講
条
件
、
申
込
方
法
な
ど
詳

し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▪
問
合
せ　

障
が
い
者
福
祉
課
相

談
支
援
担
当（
直
通
594 

-
５
５
３

５
）介

護
者
の
集
い

▪
と
き　

５
月
25
日（
金
）　

午
前

10
時
か
ら
11
時
30
分

▪
と
こ
ろ　

文
化
セ
ン
タ
ー
第
３

研
修
室

▪
内
容　
「
介
護
に
つ
い
て
話
そ

う（
懇
談
）」意
見
・
情
報
交
換

▪
対
象　

現
在
介
護
を
し
て
い
る

市
内
在
住
の
家
族

▪
費
用　

無
料

▪
申
込
み
・
問
合
せ　

５
月
18
日

（
金
）ま
で
に
電
話
等
で
、
高
齢

介
護
課
高
齢
者
福
祉
担
当（
直
通

594 
-
５
５
３
９
）へ
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
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県
央
広
域
消
防
本
部
予
防
課（
☎

597 

-
２
０
０
４
）、
北
本
消
防
署

消
防
課（
☎
592 

-
５
０
０
５
）

※
平
日
の
午
前
８
時
30
分
か
ら
午

後
５
時
15
分
ま
で
。

▪
願
書
提
出
先　
（
財
）消
防
試
験

研
究
セ
ン
タ
ー
埼
玉
県
支
部
試
験

係（
〒
３
３
０
-
０
０
６
２
さ
い

た
ま
市
浦
和
区
仲
町
２
- 

13 

-

８
ほ
ま
れ
会
館
２
階
）

上
級
救
命
講
習
会

▪
と
き　

７
月
７
日（
土
）・
８
日

（
日
）　

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時

（
受
付
は
午
前
８
時
30
分
）

▪
と
こ
ろ　

桶
川
サ
ン
・
ア
リ
ー

ナ（
桶
川
市
下
日
出
谷
西
２
-
４

-
１
）

▪
内
容　

心
肺
蘇
生
法
と
実
技
・

知
識
の
効
果
確
認
、
止
血
法
な
ど

▪
対
象
・
定
員　

北
本
市
・
鴻
巣

市
・
桶
川
市
に
在
住
・
在
勤
の
お

お
む
ね
10
歳
以
上
の
人
各
日
30
人

（
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
）

▪
費
用　

無
料

▪
持
ち
物　

筆
記
用
具
・
昼
食

▪
申
込
み
・
問
合
せ　

５
月
25
日

（
金
）か
ら
６
月
８
日（
金
・
当
日

消
印
有
効
）ま
で
に
、
往
復
は
が

き（
一
人
１
枚
）に
受
講
希
望
日
・

氏
名（
ふ
り
が
な
）・
住
所
・
生
年

月
日
・
電
話
番
号
・
受
講
歴
を
明

記
し
、
桶
川
消
防
署
救
急
担
当

（
〒
３
６
３
-
０
０
１
１
桶
川
市

北
１
- 

25 

- 

23
・
☎
０
４
８
-

７
７
３
-
１
１
９
０
）へ

応
急
手
当（
普
通
救
命
Ⅰ
）

講
習
会

▪
と
き　

６
月
16
日（
土
）　

午
前

９
時
か
ら
正
午（
受
付
は
午
前
８

時
30
分
か
ら
）

▪
と
こ
ろ　

埼
玉
県
央
広
域
消
防

本
部
３
階
災
害
対
策
室（
鴻
巣
市

箕
田
１
６
３
８
-
１
）

▪
内
容　

Ａ
Ｅ
Ｄ（
自
動
体
外
式

除
細
動
器
）を
用
い
た
心
肺
蘇
生

法
な
ど

▪
対
象
・
定
員　

北
本
市
・
鴻
巣

市
・
桶
川
市
に
在
住
・
在
勤
の
中

学
生
以
上
の
人
30
人（
先
着
順
・

１
組
２
人
ま
で
）

▪
参
加
費　

無
料

▪
申
込
み
・
問
合
せ　

５
月
19
日

（
土
）の
午
前
９
時
か
ら
鴻
巣
消
防

署
救
急
担
当（
☎
597 

-
２
０
０
５
）へ

公
募
型
補
助
金
の
申
請
受
付

▪
対
象
事
業  

市
民
団
体
が
自
ら

企
画
し
実
施
す
る
公
共
性
の
高
い

事
業

▪
対
象
団
体　

市
内
在
住
の
20
歳

以
上
の
人
が
代
表
を
務
め
、
１
年

以
上
の
活
動
実
績
の
あ
る
団
体

▪
募
集
件
数　

予
算
の
範
囲
内

▪
選
考
方
法  

選
考
審
査
会
に
よ

る
活
動
内
容
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
等

▪
補
助
期
間　

３
年
以
内

▪
補
助
上
限
額　

１
団
体
あ
た
り

年
間
10
万
円

▪
申
込
み
・
問
合
せ　

 

所
定
の

申
請
書
等
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
６
月
８
日（
金
）ま
で
に
財
政

課
財
政
担
当（
直
通
594 

-
５
５
１

２
）へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

平
成
24
年
度

酒
類
販
売
管
理
協
力
員

　

関
東
信
越
国
税
局
で
は
、
酒
類

小
売
販
売
場（
ス
ー
パ
ー
、
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、
小
売
酒
販

店
な
ど
）で
買
い
物
等
を
す
る
機

会
を
利
用
し
て
、
未
成
年
者
飲
酒

防
止
に
関
す
る
表
示
の
状
況
を
確

認
し
、
税
務
署
に
連
絡
し
て
い
た

だ
く「
酒
類
販
売
管
理
協
力
員
」を

募
集
し
ま
す
。
応
募
方
法
や
募
集

期
間
な
ど
詳
し
く
は
国
税
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.nta.

go.jp

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▪
問
合
せ　

浦
和
税
務
署
酒
類
指

導
官
部
門（
☎
０
４
８
-
８
３
３

-
２
６
５
１
）※
自
動
音
声
対
応

に
よ
る
案
内
を
行
っ
て
い
ま
す
。

特
設
人
権
相
談
所
開
設

６
月
１
日
は
人
権
擁
護
の
日

　

人
権
擁
護
委
員
に
よ
る
特
設
人

権
相
談
所
を
開
設
し
、
人
権
問
題

を
は
じ
め
、
相
続
、
離
婚
、
子
ど

も
の
い
じ
め
や
体
罰
な
ど
の
相
談

に
応
じ
て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料

で
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

▪
と
き　

６
月
１
日（
金
）・
２６
日

（
火
）　

午
後
１
時
30
分
か
ら
３
時

30
分

▪
と
こ
ろ　

文
化
セ
ン
タ
ー
第
３

会
議
室

▪
問
合
せ　

さ
い
た
ま
地
方
法
務

局
人
権
擁
護
課（
☎
０
４
８
-
８

５
９
-
３
５
０
７
）ま
た
は
協
働

推
進
課
人
権
推
進
・
男
女
共
同
参

画
担
当（
直
通
594 

-
５
５
０
６
）

平
成
24
年
度（
第
２
・
３
回
）

危
険
物
取
扱
者
試
験

　

消
防
法
で
定
め
ら
れ
る
一
定
数

量
以
上
の
危
険
物
を
貯
蔵
し
、
ま

た
は
取
り
扱
う
人
は
、
危
険
物
取

扱
者
免
状
が
必
要
で
す
。

▪
と
き
・
と
こ
ろ

・
第
２
回　

７
月
22
日（
日
）　

東

京
国
際
大
学（
川
越
市
）

・
第
３
回　

７
月
29
日（
日
）　

埼

玉
工
業
大
学（
深
谷
市
）

▪
種
類　

全
種
類

▪
受
付
期
間　

６
月
18
日（
月
）か

ら
27
日（
水
・
消
印
有
効
）

▪
願
書
配
布
・
問
合
せ　

埼
玉
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北本市役所

☎048（591）1111（代表）・FAX048（592）5997

北
本
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

　

北
本
市
教
育
委
員
会
教
育
長
が

委
嘱･
任
命
す
る
も
の
で
、
そ
の

期
間
は
市
の
特
別
職
の
非
常
勤
職

員
と
な
り
ま
す
。現
在
、各
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
推
薦
の
17
人
を
委
嘱
中
で

す
。

▪
応
募
資
格
・
募
集
人
数　

市
内

在
住
で
地
域
や
市
内
小
中
学
校
に

お
い
て
、
実
技
や
理
論
等
専
門
的

な
指
導
が
可
能
な
人
３
人
。
た
だ

し
、
現
在
市
の
特
別
職
の
非
常
勤

職
員
で
な
い
人

▪
任
期　

平
成
25
年
３
月
末
日
ま

で
の
１
年
間

▪
報
酬　

活
動
１
日
に
つ
き
５
，

９
０
０
円（
上
限
12
日
）

▪
選
考
方
法　

書
類
お
よ
び
面
接

▪
申
込
み
・
問
合
せ　

履
歴
書
お

よ
び「
応
募
動
機
や
ス
ポ
ー
ツ
推

進
委
員
と
し
て
活
動
し
た
い
こ

と
」を
テ
ー
マ
と
す
る
論
文（
800
字

程
度
）を
添
え
て
、５
月
18
日（
金
）

ま
で
に
体
育
課
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
担

当（
直
通
594 

-
５
５
６
８
）へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

北
本
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進

審
議
会
委
員

　

北
本
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
審
議
会

条
例
に
基
づ
き
、
北
本
市
教
育
委

員
会
の
諮
問
機
関
と
し
て
設
置
し

て
い
る
も
の
で
す
。

▪
応
募
資
格
・
募
集
人
数　

市
内

在
住
で
競
技
ス
ポ
ー
ツ
や
指
導
者

と
し
て
の
経
験
が
あ
り
、
ス
ポ
ー

ツ
に
関
す
る
興
味
・
関
心
が
高
い

人
１
人
。
た
だ
し
、
現
在
市
の
審

議
会
委
員
で
な
い
人

▪
活
動
内
容　

本
市
に
お
け
る
ス

ポ
ー
ツ
活
動
の
推
進
や
北
本
市
ス

ポ
ー
ツ
推
進
計
画
策
定
等
に
関
し

て
の
審
議（
年
２
回
、
午
後
１
時

か
ら
３
時
ご
ろ
実
施
）

▪
任
期　

６
月
１
日
か
ら
平
成
26

年
５
月
31
日
ま
で
の
２
年
間

▪
報
酬　

会
議
出
席
１
回
に
つ
き

５
，５
０
０
円

▪
選
考
方
法　

書
類
お
よ
び
面
接

▪
そ
の
他　

委
員
委
嘱
期
間
中

は
、
市
の
非
常
勤
特
別
職
と
な
り

ま
す
。

▪
申
込
み
・
問
合
せ　

履
歴
書
お

よ
び
応
募
動
機（
800
字
程
度
）を
５

月
18
日（
金
）ま
で
に
体
育
課
生
涯

ス
ポ
ー
ツ
担
当（
直
通
594 

-
５
５

６
８
）へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

小
学
校
理
科
支
援
員

▪
資
格
・
募
集
人
数　

小
学
校
の

理
科
教
育
に
興
味
を
持
ち
、
積
極

的
に
支
援
し
て
く
れ
る
心
身
と
も

に
健
康
で
、
学
校
現
場
へ
の
適
応

能
力
に
優
れ
た
人
６
人

▪
勤
務
形
態　

週
２
日
か
ら
３
日

程
度（
１
日
３
時
間
・
年
間
186
時

間
程
度
）

▪
内
容　

小
学
校
５
・
６
年
生
の

理
科
授
業
の
支
援
や
観
察
・
実
験

活
動
に
お
け
る
教
員
の
支
援

▪
賃
金　

時
給
900
円（
通
勤
手
当

あ
り
）

▪
申
込
み
・
問
合
せ　

５
月
16
日

（
水
）ま
で
に
履
歴
書（
写
真
添
付
）

を
添
え
て
学
校
教
育
課
指
導
担
当

（
直
通
594 

-
５
５
６
４
）へ
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

「
ジ
ュ
ニ
ア
囲
碁
教
室
」の

参
加
者

▪
と
き　

６
月
９
日
・
23
日
、
７

月
７
日
・
14
日
・
28
日
、
８
月
11

日
・
25
日
、
９
月
８
日
・
22
日
、

10
月
13
日
・
27
日
、
11
月
３
日
・

17
日
、
12
月
８
日
の
土
曜
日（
全

14
回
）　

午
前
９
時
30
分
か
ら
11

時
30
分　
　
　
　
　
　
　
　

▪
と
こ
ろ　

文
化
セ
ン
タ
ー　
　

▪
対
象　

幼
児
、
小
学
生
、
中
学

生
。
初
心
者
か
ら
級
位
者
ま
で　

▪
費
用　

280
円（
保
険
料
）　　
　

▪
申
込
み
・
問
合
せ　

５
月
31
日

（
木
）ま
で
に
生
涯
学
習
課
社
会
教

育
担
当（
直
通
594 
-
５
５
６
５
・

メ
ー
ルa04600@

city.kitam
oto.

saitam
a.jp

）へ
電
話
ま
た
は
メ
ー

ル
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

生
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル
市
民

農
園
空
き
区
画
の
利
用
者

▪
募
集
農
園（
21
区
画
）

・
石
戸
農
園（
石
戸
５
丁
目
地
内
）

　

４
区
画

・
石
戸
第
２
農
園（
石
戸
５
丁
目

地
内
）　

６
区
画

・
高
尾
農
園（
高
尾
２
丁
目
地
内
）

　

６
区
画

・
高
尾
第
３
農
園（
高
尾
２
丁
目

地
内
）　

５
区
画

▪
応
募
資
格　

市
内
在
住
で
、
家

庭
の
生
ご
み
を
堆
肥
化
し
て
使
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
人

▪
使
用
料　

１
区
画（
５
坪
）　

月

額
100
円　

 　
　
　
　
　

▪
申
込
み　

５
月
７
日（
月
）か
ら

北
本
市
ご
み
減
量
等
推
進
市
民
会

議（
服
部
☎
593 

-
２
２
２
６
）へ

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

な
お
、
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切

り
ま
す
。　
　

▪
問
合
せ　

北
本
市
ご
み
減
量
等

推
進
市
民
会
議
事
務
局（
市
役
所

く
ら
し
安
全
課
内
・
直
通
594 

-

５
５
５
３
）

食
生
活
改
善
推
進
員

　
「
私
た
ち
の
健
康
は
私
た
ち
の

手
で
」を
合
言
葉
に
活
動
し
て
い

ま
す
。

　

一
緒
に
学
び
、
健
康
を
守
る
仲

間
に
加
わ
り
ま
せ
ん
か
。

▪
申
込
み
・
問
合
せ　

北
本
市
食

生
活
改
善
推
進
員
協
議
会（
佐
藤

☎
・
Ｆ
ａ
ｘ
592 

-
７
７
６
３
）へ

電
話
ま
た
は
Ｆ
ａ
ｘ
等
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

あなたの街の　畳屋さん 第41回ヘルスケアー市民講座のご案内

【お問い合せ先】北里大学北里研究所メディカルセンター病院
　　　　　　　　埼玉県北本市荒井₆丁目100番地
　　　　　　　　TEL　048-593-1212　総務課

日　時：平成24年６月16日（土）　午後１時00分～午後２時30分
　　　　（受付開始：午後12時30分～）
会　場：�北里大学北里研究所メディカルセンター病院　南館２階A･B会議室
テーマ：未定（内科系・外科系各１題を予定）
　　　　＊�地域の皆様の健康増進並びに疾病予防等に関するテーマを考えて

おります。
講　師：未定
定　員：150名　入場無料　＊予約不要（詳細は、別途ご案内いたします。）
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・
南
部
…
南
部
公
民
館　

５
月
27

日（
日
）・
６
月
24
日（
日
）　

午
後

２
時
か
ら
４
時

▪
申
込
み
・
問
合
せ　

参
加
を
希

望
す
る
人
は
５
月
16
日（
水
）ま
で

に
福
祉
課
地
域
福
祉
担
当（
直
通

594 

-
５
５
３
４
）へ
電
話
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
参
加
者

▪
と
き　

５
月
か
ら
11
月
の
毎
月

第
３
日
曜
日　

午
前
10
時
か
ら
午

後
３
時

▪
と
こ
ろ　

北
本
総
合
公
園
噴
水

広
場

▪
区
画
数　

各
回
９
区
画

▪
参
加
費　

１
，０
０
０
円（
当
日

集
金
）

▪
そ
の
他　

各
回
と
も
開
催
月
の

１
日
よ
り
参
加
者
を
募
集
し
ま

す
。
ま
と
め
て
複
数
回
の
申
し
込

み
は
で
き
ま
せ
ん
。
※
定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

▪
申
込
み
・
問
合
せ　

開
催
月
の

１
日
午
前
９
時
か
ら
募
集
を
開
始

し
ま
す
。
指
定
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
・
捺
印
の
う
え
、
北
本

総
合
公
園
管
理
事
務
所
窓
口（
☎

592 

-
４
０
５
０
）へ
直
接
ま
た
は

郵
送
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

使
っ
て
な
い
鯉
の
ぼ
り

　

ご
家
庭
で
現
在
使
っ
て
い
な

い
、
寄
贈
可
能
な
鯉
の
ぼ
り
を
募

集
し
ま
す
。

▪
寄
贈
方
法　

寄
贈
者
の
名
前
、

住
所
、
電
話
番
号
を
書
い
た
用
紙

と
と
も
に
北
本
総
合
公
園（
北
本

市
古
市
場
１
‐
167
）に
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

※
吹
流
し
は
飾
り
ま
せ
ん
。ま
た
、

寄
贈
後
の
返
却
は
で
き
ま
せ
ん
。

▪
問
合
せ　

北
本
総
合
公
園
管
理

事
務
所（
☎
592 

-
４
０
５
０
）

鴻
巣
市

第
２
回
こ
う
の
す
花
ま
つ
り

　

全
国
有
数
の
花
の
産
地
を
Ｐ
Ｒ

す
る
花
の
イ
ベ
ン
ト
を
９
日
間
に

わ
た
り
開
催
し
ま
す
。

▪
と
き　

５
月
19
日（
土
）か
ら
27

日（
日
）の
午
前
９
時
か
ら
午
後
４

時▪
と
こ
ろ
・
内
容　

市
役
所
周
辺

…
花
の
装
飾
、
メ
ル
カ
ー
ド
、
こ

う
の
す
商
人
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、

リ
サ
イ
ク
ル
マ
ー
ケ
ッ
ト
ほ
か

※
ポ
ピ
ー
・
ハ
ッ
ピ
ー
ス
ク
エ
ア

（
馬
室
荒
川
河
川
敷
）、
花
久
の
里

「
バ
ラ
ま
つ
り
」、
オ
ー
プ
ン
ガ
ー

デ
ン（
各
家
庭
）ほ
か

※
詳
し
く
は
、
鴻
巣
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
担

当
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

▪
問
合
せ　

鴻
巣
市
花
か
お
り
課

（
☎
541 

-
１
３
２
１
内
線
２
６
８

２
）桶

川
市

憲
法
・
人
権
市
民
の
つ
ど
い

　

日
本
国
憲
法
が
保
障
す
る
基
本

的
人
権
に
つ
い
て
、
正
し
い
理
解

と
認
識
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め

に
開
催
し
ま
す
。

▪
内
容（
手
話
通
訳
あ
り
）

○
市
内
の
小
・
中
学
生
に
よ
る
人

権
作
文
の
朗
読

○
講
演「
出
会
い
の
人
生
か
ら
学

ん
だ
こ
と｣

講
師　

菊
地
幸
夫
氏

（
弁
護
士
）

○
人
権
・
男
女
共
同
参
画
課
に
よ

る
パ
ネ
ル
展
示

▪
と
き　

５
月
13
日（
日
）　

午
後

１
時
開
場
、
１
時
30
分
開
演
、
３

時
30
分
終
演（
予
定
）

▪
と
こ
ろ　

響
の
森
桶
川
市
民

ホ
ー
ル（
定
員
700
人
）

▪
入
場
料
金　

無
料

▪
申
込
み　

事
前
予
約
不
要
・
自

由
席

▪
問
合
せ　

桶
川
市
自
治
文
化

課
、人
権
・
男
女
共
同
参
画
課（
☎

０
４
８
-
７
８
６
-
３
２
１
１
）

北
本
市
地
域
福
祉
計
画
策
定

の
た
め
の「
地
区
懇
談
会
」の

参
加
者

　

市
民
と
行
政
の
協
働
に
よ
り
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
の

た
め
に
、
地
域
の
課
題
や
解
決
方

策
に
つ
い
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
方

式
で
検
討
し
ま
す
。

▪
募
集
人
数　

若
干
名

▪
開
催
方
法　

８
支
部
社
会
福
祉

協
議
会（
８
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
圏
域
）

ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
２
回
開
催

▪
会
場
・
日
程

・
東
地
域
…
勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー

５
月
19
日（
土
）・
６
月
16
日（
土
）

午
前
９
時
30
分
か
ら
11
時
30
分

・
東
間
深
井
…
北
部
公
民
館　

５

月
19
日（
土
）・
６
月
16
日（
土
）

午
後
２
時
か
ら
４
時

・
中
丸
…
中
丸
公
民
館　

５
月
20

日（
日
）・
６
月
17
日（
日
）　

午
前

９
時
30
分
か
ら
11
時
30
分

・
中
央
地
域
…
東
部
公
民
館　

５

月
20
日（
日
）・
６
月
17
日（
日
）　

午
後
２
時
か
ら
４
時

・
西
部
…
西
部
公
民
館　

５
月
26

日（
土
）・
６
月
23
日（
土
）　

午
前

９
時
30
分
か
ら
11
時
30
分

・
本
町
西
高
尾
…
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー　

５
月
26
日（
土
）・
６
月
23

日（
土
）　

午
後
６
時
か
ら
８
時

・
公
団
地
域
…
学
習
セ
ン
タ
ー　

５
月
27
日（
日
）・
６
月
24
日（
日
）

午
前
９
時
30
分
か
ら
11
時
30
分



北本市役所 ☎ 591-1111(代表) FAX 592-5997
文化センター中央公民館

文化センター中央図書館

南部学習センター(南部公民館)

中央地域学習センター(東部公民館)

☎591-7321

☎592-0795

☎592-2458

☎591-2695

西部学習センター(西部公民館)

東間深井学習センター(北部公民館)

中丸学習センター(中丸公民館)

公団地域学習センター(学習センター)

☎591-0410

☎543-2115

☎593-1010

☎592-3325

東地域学習センター(勤労福祉センター)

本町西高尾学習センター(コミュニティセンター)

野外活動センター

体育センター

☎591-8550

☎591-8420

☎593-0008

☎593-2511

25 広報きたもと　No.891

講　　座　　名 とき・ところ 内　容 備　　　　　　　考

プラネタリウム
（デジタルムービー「宇
宙一直線」）

場文化センター
時₅月₄日～平成25年₃月
23日までの土曜日、祝日に
あたる水・金曜日　午後₃
時30分～

「夢は永遠に…」と
「宇宙一直線」

費大人500円、子ども（中学生以下）300円
問中央公民館（☎591－7321）

プラネタリウム（デジ
タルムービー「スター
リーテイルズ～星座は
時をこえて～」）

場文化センター
時₅月₃日～平成25年₃月
24日までの日曜日、祝日に
あたる月・木曜日　午後₃
時30分～

「星座の歴史」と
「スターリーテイ
ルズ～星座は時を
こえて～」

費大人500円、子ども（中学生以下）300円
問中央公民館（☎591－7321）

プラネタリウム
（きっずプラネタリウ
ム）

場文化センター
時₅月₃日～平成25年₃月
31日までの土・日曜日、祝
日　午前11時～

「ゲーム＆クイズ
DE プラネタリウ
ム」と「ポケットモ
ンスター」

費大人200円、子ども（中学生以下）100円
問中央公民館（☎591－7321）

プラネタリウム

(宇
そ ら み す と

宙見人)

場文化センター
時土・日曜日、祝日　午後
₁時30分～

火星と土星を見よ
う！　₅月の癒し
たいむ：金環日食

費大人200円、子ども（中学生以下）100円
問中央公民館（☎591－7321）

子ども劇場
場文化センター
時₅月19日（土）　午後₁時
45分開場・₂時開演

人形劇サークル
あいあい

定 120人　費無料
申整理券を中央公民館、各地域学習センターで配布
問中央公民館（☎591－7321）

北本プロムナード
場文化センター
時₅月23日（水）　午後₆時
～₉時

ホールの開放

対定市内在住で、音楽・演劇・演芸等の活動を行って
いる団体₆団体※出演に必要なものは、すべて持ち込
み。出演時間は30分以内、出演順は主催者で調整。　
申₅月₉日（水）の午前₉時から、中央公民館窓口へ直
接※₉日午前₉時に定員を超えた場合は抽選
問中央公民館（☎591－7321）

子ども映画館
場中央地域学習センター
時₅月12日（土）　午前₉時
45分開場・10時上映

ひみつがいっぱ
い、かぐや姫ほか

定 60人　費無料
申当日直接会場へ
問中央地域学習センター（東部公民館☎591－2695）

第27期むくろじ学級

場中央地域学習センター
時₅月25日、₆月₈日・22
日、₇月₆日・20日のいずれ
も金曜日　午前₉時30分～
11時30分

人権講座、歴史
講座、健康体操、
視察研修（行田市
方面）、映画鑑賞
「シェーン」

対定市内在住・在勤の60歳以上の人30人
費 500円（保険料）、視察研修費（昼食代等）は別途集金
持軽装、バスタオル、タオル、飲み物（₆月22日のみ）
申₅月₈日（火）午前₉時から中央地域学習センター窓
口へ直接※₈日午前₉時に定員を超えた場合は抽選
問中央地域学習センター（東部公民館☎592－2695）

第27回東間深井コミュ
ニティまつり

場東間深井学習センター
時₅月26日（土）　午後₁時
～₅時・27日（日）　午前₉
時～午後₃時

展示：写真等、音
楽：舞踊・カラオ
ケ等、運動：綱引
き等、即売：焼き
そば・草花等、そ
の他：ゲーム等

費無料
問東間深井学習センター（北部公民館☎543－2115）

平成24年
はなみずき学級

場中丸学習センター
時₆月₇日・21日、₇月₅日・
19日、₉月₆日・13日、10月₄
日、11月₁日・15日、12月₆日
のいずれも木曜日　午前₉時
30分～11時30分（メイクおよ
び視察研修を除く）

消費生活講座、メ
イク、指編み、健
康講座、視察研修、
グラウンドゴル
フ、人権講座、調
理実習、カラオケ、
防犯講座

対定市内在住・在勤の60歳以上の人40人
費 2,200円（保険料、教材費等）、視察研修費（昼食代等）
は別途集金
申₅月17日（木）から26日（土）の午前₉時～午後₅時の
間に中丸学習センター窓口へ直接※17日午前₉時に定
員を超えた場合は抽選
問中丸学習センター（中丸公民館☎593－1010）

子どもビデオシアター
場公団地域学習センター
時₅月26日（土）　午前₉時
45分開場・10時上映

にんぎょ姫、長ぐ
つをはいた猫、は
なさかじいさん、
かぐやひめほか

定 90人　費無料　申当日直接会場へ
問公団地域学習センター（学習センター☎592－3325）

場＝ところ　時＝とき　対＝対象　定＝定員　費＝費用　持＝持ち物　申＝申込み　問＝問合せ



北本市役所 ☎ 591-1111(代表) FAX 592-5997
文化センター中央公民館

文化センター中央図書館

南部学習センター(南部公民館)

中央地域学習センター(東部公民館)

☎591-7321

☎592-0795

☎592-2458

☎591-2695

西部学習センター(西部公民館)

東間深井学習センター(北部公民館)

中丸学習センター(中丸公民館)

公団地域学習センター(学習センター)

☎591-0410

☎543-2115

☎593-1010

☎592-3325

東地域学習センター(勤労福祉センター)

本町西高尾学習センター(コミュニティセンター)

野外活動センター

体育センター

☎591-8550

☎591-8420

☎593-0008

☎593-2511

北本市役所 ☎ 591-1111(代表) FAX 592-5997
文化センター中央公民館

文化センター中央図書館

南部学習センター(南部公民館)

中央地域学習センター(東部公民館)

☎591-7321

☎592-0795

☎592-2458

☎591-2695

西部学習センター(西部公民館)

東間深井学習センター(北部公民館)

中丸学習センター(中丸公民館)

公団地域学習センター(学習センター)

☎591-0410

☎543-2115

☎593-1010

☎592-3325

東地域学習センター(勤労福祉センター)

本町西高尾学習センター(コミュニティセンター)

野外活動センター

体育センター

☎591-8550

☎591-8420

☎593-0008

☎593-2511

262012年₅月１日発行

伝　　言　　板
開　　　　催 と　こ　ろ と　　　き 備　　　　　　考

第₈回二人展 文化センター
₅月11日（金）～13日（日）
午前₉時～午後₅時※13日
は午後４時まで

費無料
問二人クラブ（野本☎542－4674）

第13回竹と木の対話
関口聖岳尺八コンサート

文化センター
₅月26日（土）
午後₅時30分開場・₆時開演

費 2,500円（入場料）※全席自由。当日券3,000円、
小中学生以下1,000円　
問聖岳会（尺八楽会）（関口☎543－2920）

講　　座　　名 とき・ところ 内　容 備　　　　　　　考

卓球教室
（硬球・ラージボール）

場体育センター
時₅月19日～₇月28日の土
曜日　正午～午後₂時

基礎から実践練習
へと指導を行うの
で、楽しくゲーム
ができます

対定小学生～大人30人※初心者大歓迎！
費 4,000円（₈回）　申 問₅月₁日（火）午前₉時から体
育センター（☎593－2511・〒364－0003古市場₁－156）へ
直接または講座名・住所・氏名・年齢・電話番号を記
入の上、往復はがきで体育センターへ（電話予約可）

合気道教室

場体育センター
時₆月₂日～₇月21日の土
曜日　午後₄時～₆時（₈
回）

年齢・男女の別な
く、いつでも始め
られます。特に女
性の人は美しく健
康的な身体作りを
目指します。

対 定一般男女15人　費 4,000円＋800円（スポーツ安全
保険）　申 問₅月₁日（火）午前₉時から体育センター
（☎593－2511・〒364－0003古市場₁－156）へ直接または講
座名・住所・氏名・年齢・電話番号を記入の上、往復は
がきで体育センターへ（電話予約可）※運動のできる服装
で可

公園腐葉土の配布

場総合公園
時₅月11日（金）・12日（土）
午前₉時～11時30分、午後
１時～４時

公園の管理で発生
した草・花・落ち
葉で出来た腐葉土
の配布※放射性物
質検査で安全確認
済みのもの

費土のう袋₁枚50円（一人₂袋まで）
申当日直接会場へ※雨天時はお問い合わせください。
また時間内でも無くなり次第終了とします。
問総合公園管理事務所（☎592－4050）

庭のロープワーク教室
場総合公園
時₅月26日（土）　午前₉時
～正午

家庭や庭で使える
ロープワークの実
地教室

定 10人　費 200円　申 問₅月₇日（月）午前₉時30分
から総合公園管理事務所窓口（☎592－4050）へ直接。定員
になり次第締め切り。また、募集開始時点で定員を超え
た場合は抽選。

植木の剪定講習会
場総合公園
時₆月₂日（土）　午後₁時
30分～₄時30分

植木の剪定の実地
教室

定 10人　費 200円　申問₅月₆日（日）午前₉時から総
合公園管理事務所窓口（☎592－4050）へ直接。定員になり
次第締め切り。また、募集開始時点で定員を超えた場合
は抽選。

第₃回親子グラウンド
ゴルフ大会

場総合公園
時₆月16日（土）　午後₁時
30分～₄時30分※雨天時は
23日（土）に順延

子供と保護者でペ
アを組んで交互に
球を打ち打数を競
う。₈ホールを₂
回プレイ。

対定小学生とその保護者や祖父母等96組
費無料
申問₅月₇日（月）より先着順にて総合公園管理事務所
窓口（☎592－4050）で所定の申込用紙にて受付。

四つ目垣作成教室
場子供公園
時₅月19日（土）　午後₁時
30分～₄時30分

四つ目垣作成の実
地教室

定 10人　費 200円　申問₅月₇日（月）午前₉時から総
合公園管理事務所窓口（☎592－4050）へ直接。定員になり
次第締め切り。また、募集開始時点で定員を超えた場合
は抽選。

生きものいきいき隊
場自然学習センター
時₅月19日（土）　午前₉時
30分～正午

生きものたちが住
みやすい公園づく
りのための管理作
業

対高校生以上　費無料
申問自然学習センター（☎593－2891）へ電話で

地域の自然　調べ方実
習「トンボの調べ方」

場自然学習センター
時₅月20日（日）　①午前10
時～正午、②午後₂時～₄
時

レクチャーと実習
をとおして、地域
の自然を知る“も
のさし”となる生
き物の調べ方を学
びます

対定中学生から一般の人各20人
費₁人1,000円
申問自然学習センター（☎593－2891）へ電話で



北本市役所 ☎ 591-1111(代表) FAX 592-5997
文化センター中央公民館

文化センター中央図書館

南部学習センター(南部公民館)

中央地域学習センター(東部公民館)

☎591-7321

☎592-0795

☎592-2458

☎591-2695

西部学習センター(西部公民館)

東間深井学習センター(北部公民館)

中丸学習センター(中丸公民館)

公団地域学習センター(学習センター)

☎591-0410

☎543-2115

☎593-1010

☎592-3325

東地域学習センター(勤労福祉センター)

本町西高尾学習センター(コミュニティセンター)

野外活動センター

体育センター

☎591-8550

☎591-8420

☎593-0008

☎593-2511

北本市役所 ☎ 591-1111(代表) FAX 592-5997
文化センター中央公民館

文化センター中央図書館

南部学習センター(南部公民館)

中央地域学習センター(東部公民館)

☎591-7321

☎592-0795

☎592-2458

☎591-2695

西部学習センター(西部公民館)

東間深井学習センター(北部公民館)

中丸学習センター(中丸公民館)

公団地域学習センター(学習センター)

☎591-0410

☎543-2115

☎593-1010

☎592-3325

東地域学習センター(勤労福祉センター)

本町西高尾学習センター(コミュニティセンター)

野外活動センター

体育センター

☎591-8550

☎591-8420

☎593-0008

☎593-2511

27 広報きたもと　No.891

場＝ところ　時＝とき　対＝対象　定＝定員　費＝費用　持＝持ち物　申＝申込み　問＝問合せ

講　　座　　名 とき・ところ 内　容 備　　　　　　　考

もっと知ろう友達の国
場公団地域学習センター
時₅月27日（日）　午後₂時
～₃時30分

ロンドン（イギリ
ス）の生活と文化
について

定 60人　費 100円（資料代）
申当日直接会場へ
問北本市国際交流ラウンジ委員会（学習センター☎592－
3325）

初心者夜間華道教室
（流派：古流松藤会）

場東地域学習センター
時₅月23日～平成25年₃月
₉日の毎月第₄水曜日　午
後₇時～₉時（₈月は休み。
₃月は第₂土曜日の午前10
時～正午）（計10回）

初心者を対象とし
た華道教室

対 定市内在住・在勤の人20人　費初回分1,500円（材
料費）＋330円（保険料）※申込時持参
申₅月13日（日）午前₉時から東地域学習センター窓口
へ直接※13日午前₉時に定員を超えた場合は抽選
問東地域学習センター（勤労福祉センター☎591－8550）

初心者夜間茶道教室
（流派：江戸千家）

場東地域学習センター
時₆月12日～10月23日の毎
月第₂・₄火曜日（₈月は
第₁・₃火曜日）　午後₇
時～₉時（計10回）

初心者を対象とし
た茶道教室

対 定市内在住・在勤の人20人　費初回分900円（抹茶
代他）＋330円（保険料）※申込時持参
申₅月13日（日）午前₉時から東地域学習センター窓口
へ直接※13日午前₉時に定員を超えた場合は抽選
問東地域学習センター（勤労福祉センター☎591－8550）

バドミントン教室

場体育センター
時通年開催　①毎週木曜日
午後₁時～₃時、②毎週土
曜日　午後₅時～₇時

初心者から中級者
等どなたでも参加
できます。初心者
大歓迎！

対定一般男女30人　費₁カ月2,000円（₄回・月謝制）
申 問₅月₁日（火）午前₉時から体育センター（☎593－
2511・〒364－0003古市場₁－156）へ直接または講座名・
住所・氏名・年齢・電話番号を記入の上、往復はがきで
体育センターへ（電話予約可）

小・中学生柔道教室
場体育センター
時₆月₃日～₇月29日の日
曜日　午前10時～正午

礼儀作法から柔道
の基礎を学びます

定 20人　費 4,000円（₈回）＋800円（スポーツ安全保険）
申 問₅月₁日（火）午前₉時から体育センター（☎593－
2511・〒364－0003古市場₁－156）へ直接または講座名・
住所・氏名・年齢・電話番号を記入の上、往復はがきで
体育センターへ（電話予約可）

室内ソフトテニス教室
場体育センター
時₅月23日～毎週水曜日　
午後₁時～₃時

子どもから高齢者
まで幅広い世代で
愛好されるスポー
ツで、基本を学び
楽しく技術を習得
しましょう

対定一般男女20人　費₁カ月2,000円（₄回・月謝制）
申 問₅月₁日（火）午前₉時から体育センター（☎593－
2511・〒364－0003古市場₁－156）へ直接または講座名・
住所・氏名・年齢・電話番号を記入の上、往復はがきで
体育センターへ（電話予約可）

誰でも楽しく始めよ
う！スポーツ吹矢教室

場体育センター
時通年開催　毎週水曜日　
午後₂時～₄時

吹矢式呼吸法で、
楽しく気軽に健康
になろう！（用具
は体育センターで
準備）

対定一般男女30人　費₁カ月1,000円（₄回・月謝制）
申 問₅月₁日（火）午前₉時から体育センター（☎593－
2511・〒364－0003古市場₁－156）へ直接または講座名・
住所・氏名・年齢・電話番号を記入の上、往復はがきで
体育センターへ（電話予約可）

リフレッシュエアロ
場体育センター
時毎週月曜日　午前11時～
正午

日頃のストレスを
解消！初心者にも
おすすめのやさし
いエアロビクスで
す

費 400円
申 問事前予約不要。当日体育センター（☎593－2511）へ
直接ベーシックヨガ

場体育センター
時毎週日曜日　午前11時～
正午

基本のポーズを中
心に柔軟性を高
め、体を引き締め
ます

初級エアロ
場体育センター
時毎週土曜日　午前11時～
正午

基本の動きを中心
に楽しくエアロビ
クスを行います

アーチェリー教室

場体育センター
時₅月19日～₆月₉日の毎
週土曜日　午後₁時30分～
₃時30分

アーチェリーの基
礎やルールを学
び、アーチェリー
競技を楽しみま
しょう（道具は貸
し出します）

対高校生以上の一般男女　費 1,000円（₄回）
申 問₅月₁日（火）午前₉時から体育センター（☎593－
2511・〒364－0003古市場₁－156）へ直接または講座名・
住所・氏名・年齢・電話番号を記入の上、往復はがきで
体育センターへ（電話予約可）



北本市役所 ☎ 591-1111(代表) FAX 592-5997
文化センター中央公民館

文化センター中央図書館

南部学習センター(南部公民館)

中央地域学習センター(東部公民館)

☎591-7321

☎592-0795

☎592-2458

☎591-2695

西部学習センター(西部公民館)

東間深井学習センター(北部公民館)

中丸学習センター(中丸公民館)

公団地域学習センター(学習センター)

☎591-0410

☎543-2115

☎593-1010

☎592-3325

東地域学習センター(勤労福祉センター)

本町西高尾学習センター(コミュニティセンター)

野外活動センター

体育センター

☎591-8550

☎591-8420

☎593-0008

☎593-2511

282012年₅月１日発行

開　　　　催 と　こ　ろ と　　　き 備　　　　　　考

地域友好カラオケ舞踊発表会 文化センター ₅月27日（日）
午前₉時～午後₉時30分

費無料　問地域友好カラオケ会（宮田☎592－
4852）　※ゲスト：日本クラウン松崎かつみ他

童楽会＆にじの会による
コーラス合同発表会 文化センター ₆月₂日（土）

午後₁時開場・₁時30分開演
費無料
問童楽会、にじの会（小古瀬☎591－2141）

北本舞の会舞踊発表会 文化センター ₆月₃日（日）
午前₉時30分開場・10時開演

費無料
問北本舞の会（宮本☎592－5637）

社交ダンス初心者講座
（平林恵子） 西部学習センター ₅月25日（金）　

午後₆時15分～₇時30分

費無料
問 ステラハーモニー D.S クラブ（成川 090－
8308－8471）

第55回北本カラオケ連合会
発表会 東地域学習センター ₅月20日（日）

午前10時～午後₅時
費無料
問北本カラオケ連合会（清水☎591－0682）

第54回
春の山野草展示会 本町西高尾学習センター

₅月₅日（土・祝）　午前10時
～午後₅時、₆日（日）　午前
₉時～午後₄時

費無料
問北本山野草会（長谷部☎592－8921）

第24回
北本市詩吟連盟発表会 本町西高尾学習センター ₅月13日（日）

午前₉時～午後4時
費無料
問北本市詩吟連盟（木村☎592－5096）

教育講演会「教科書・教育は
どう変わったか」 本町西高尾学習センター ₆月₂日（土）

午後₁時30分～

費無料
問北本市教職員組合（杉田☎591－1467）
※講師：梅原利夫氏（和光大副学長）

キッズアドベンチャー₇
全₈巻！ 体育センターほか ₅月27日（日）ほか※日程等詳

しくはお問い合わせください

費初回5,000円、各巻500円～
問キッズアドベンチャー申込み係（メールkids-
2012@softbank.ne.jp）

第₃回シタール（インド弦楽
器）とヨーガの集い 体育センター ₆月₇日（木）

午前10時～正午
費無料※事前にお申し込みください。
問ハタヨーガ（鈴木☎591－9293）

第38回自然観察会　新緑の
雑木林で深呼吸しよう

北本中央緑地南端（高崎
線下石戸下踏切付近）

₅月26日（土）
午前10時～正午

費無料
問NPO法人北本雑木林の会（白川☎593－0448）

第44回さつき花季展 天神社境内
₅月25日（金）～27日（日）　午
前₈時～午後₅時※25日は正
午～、27日は午後₃時まで

費無料
問北本盆栽愛好会（廿

つづら

楽☎541－2596）

市民ハイキング　ゴヨウツ
ツジと那須三本槍ヶ岳

中の大倉尾根から三本
槍ヶ岳（栃木県）

₆月₉日（土）
午前₅時30分市役所集合

費 8,000円（参加費）　申問さいたま山に親しむ
会（上野 080-5061-6201）へ電話で

募　　　　集 と　こ　ろ と　　　き 備　　　　　　考

朗読劇「忘れないであの時代
を」～1945ヒロシマ・ナガサ
キ～の参加者

文化センター
上演日：₈月19日（日）
※練習日等についてはお問
い合わせください。

費 3,500円（台本、保険料）
問平和と緑の会（西澤☎592－1984）

KIDSバレエサークル（バレエ
の基礎・ストレッチ）の会員 中丸学習センター

毎週火曜日　₃歳～：午後₂
時45分～₃時45分、小学生・
大人ほか：お問い合わせくだ
さい

費会費月額4,000円　持室内シューズ、運動し
やすい服装　問 KIDS バレエサークル（東

ひがおんな

恩納
080－2205－4966）※いつでも体験できます

中丸気功サークル（導引養生
功）の会員 中丸学習センター 毎週木曜日

午前10時～11時30分
費入会金2,000円、会費月額2,500円※体験あり
問中丸気功サークル（加藤 080－3014－4759）

ユング・フラウ・ヨッホ（硬式
テニス）の会員 総合公園 毎週水曜日

午前10時～正午

対 定男性₂～₃人　費 1,000円（コート・ボー
ル代）、入会金500円、会費月額1,000円　
問ユング・フラウ・ヨッホ（小見山☎592－3055）

NPO法人荒川わらの会
（田んぼの学校）の生徒会員 高尾わらの会田んぼ ₆月₃日（日）　午前₉時～

正午　※入校式田植え実習
定 40人　 費年会費2,000円（ファミリー年会費
3,000円）　問荒川わらの会事務局（☎594－6626）

北本少年サッカークラブの
団員

主に中丸小学校・南小
学校

土・日曜日、祝日（第₂土曜
日は休み）※時間はお問い合
わせください

費入会金3,000円、会費月額1,500円※未就学児
は無料、兄弟割引制度あり。見学・体験練習大歓迎
問北本少年サッカークラブ（熱

あつみ

海☎592-4316）

花と遊ぶ会（生け花・フラワー
アレンジメント等）の会員 桶川市民ホール 第₃水曜日（月₁回） 費年間維持費1,500円、会費月額800円（材料費別

途）　問花と遊ぶ会（星野☎592－8645）
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～
家
庭
教
師
・
学
習
塾
・
パ
ソ
コ
ン
教
室
な
ど
は
中
途
解
約
で
き
ま
す
～

　

１
年
間
の
家
庭
教
師
を
勧
め
ら
れ
、

教
材
代
が
18
万
円
と
高
額
な
の
で
、
教

材
は
不
要
と
断
っ
た
が
、
セ
ッ
ト
と
言

わ
れ
仕
方
な
く
契
約
。
し
か
し
、
子
ど

も
と
家
庭
教
師
と
の
相
性
が
悪
く
解
約

し
た
い
。契
約
し
て
か
ら
１
カ
月
程
経
っ

て
い
る
が
、
指
導
に
必
要
と
言
わ
れ
契

約
し
た
一
部
使
用
の
教
材
も
解
約
が
で

き
る
の
か
と
い
う
相
談
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

　

指
導
期
間
が
２
カ
月
を
越
え
、
指
導

料
、
教
材
代
の
合
計
が
５
万
円
を
超
え

て
い
る
の
で
、
特
定
商
取
引
法
の
特
定

継
続
的
役
務
提
供
契
約
に
該
当
し
、
家

庭
教
師
指
導
や
指
導
の
た
め
に
は
必
要

と
説
明
を
受
け
て
契
約
し
た
教
材（
関
連

商
品
）も
、
中
途
解
約
が
認
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
相
談
者
が
持
参
し
た
契
約
書
に

は
法
に
基
づ
く
中
途
解
約
条
項
が
あ
り

ま
し
た
の
で
、
そ
れ
に
沿
っ
て
中
途
解

約
が
で
き
解
決
し
ま
し
た
。

　

こ
の
時
に
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
は
、
説
明
を
受
け
て
購
入
し
た

商
品（
関
連
商
品
）を
中
途
解
約
の
が
れ

の
た
め
、「
推
奨
品
」と
記
載
す
る
場
合
が

あ
る
こ
と
で
す
。

　

特
商
法
の
対
象
と
な
る
特
定
継
続
的

役
務
提
供
契
約
と
は
、
エ
ス
テ
、
語
学

教
室
、
家
庭
教
師
、
学
習
塾
、
パ
ソ
コ

ン
教
室
、
結
婚
相
手
紹
介
サ
ー
ビ
ス
の

６
業
種
を
い
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
う
ち
、
役
務
の
提
供
期
間

が
エ
ス
テ
は
１
カ
月
、
そ
れ
以
外
は
２

カ
月
を
越
え
、
か
つ
、
金
額
が
５
万
円

を
超
え
る
役
務
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
役
務
の
提
供
を
受
け
る
た
め

に
購
入
す
る
必
要
が
あ
る
商
品（
関
連
商

品
）が
あ
れ
ば
、
そ
の
金
額
を
足
し
た
額

が
５
万
円
を
超
え
て
い
れ
ば
対
象
と
な

り
ま
す
。

　

特
定
継
続
的
役
務
提
供
契
約
の
場
合
、

消
費
者
自
ら
が
店
頭
に
出
向
い
て
契
約

し
た
場
合
で
も
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制

度
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

▪
相
談
窓
口

○
北
本
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー（
電
話

で
の
ご
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
）

毎
週
月
か
ら
金
曜
日（
祝
日
、
年
末
年

始
を
除
く
）午
前
10
時
か
ら
正
午　

午

後
１
時
か
ら
４
時（
市
民
課
市
民
相
談

担
当
・
直
通
594-

５
５
２
９
）

○
埼
玉
県
消
費
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

毎
週
月
か
ら
土
曜
日（
祝
日
、
年
末
年

始
を
除
く
）午
前
９
時
30
分
か
ら
午
後

４
時（
☎
０
４
８-

２
６
１-

０
９
９

９
）

○
全
国
消
費
生
活
相
談
員
協
会「
週
末

電
話
相
談
」毎
週
土
・
日
曜
日　

午
前

10
時
か
ら
正
午　

午
後
１
時
か
ら
４
時

（
☎
０
３-

３
４
４
８-

１
４
０
９
）

北
本
市
消
費
生
活
相
談
あ
れ
こ
れ(
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　2012年₅月21日の早朝、日本で“金環日食”を見ることができます。「日
食」は太陽の手前を月が横切るために、太陽の一部または全部が月に
よって隠される現象です。「部分日食」を含めると、地球全体では₁年に
数回起きますが、“金環日食”はめったに起こらない珍しい現象です。
　“金環日食”では、「皆既日食」の時ようにコロナやプロミネンスが見え
たり、星が見えるほど暗くなったりすることはありませんが、太陽が
ドーナツ状に見え、曇りのときのように、薄暗くなる様子を観察することができます。
　日本の陸地に限ると、“金環日食”が観察できるのは、1987年₉月23日に沖縄本島などで見られて以来とな
ります。次回は、2030年₆月₁日に北海道で見られるだけで、今後、18年間起こりません。
　ぜひ、この貴重な機会に、『歴史的天体ショー』を体験してみませんか。

▪とき　₅月21日（月）午前₇時集合（文化センターロビー）
▪ところ　文化センター屋上
▪参加費　430円（太陽観察グラス・保険料） ※太陽観察
グラスを自分で持参する人は、保険料30円のみ。
▪定員　60人（申込順、定員になりしだい締め切り。中
学生以下は保護者同伴）
▪申込み・問合せ　₅月₈日（火）午前₉時から15日（火）
まで文化センター中央公民館（☎591-7321）窓口（受付初日

は、ホワイエ）で受け付けますので、参加費を添えてお申し
込みください 。
※食の最大時刻は、午前₇時34分59秒です。
※日食の始まりは午前₆時台、終わりは午前₉時前後です。
※雨天の場合、観望会は中止となりますが、日食に関す
る解説をプラネタリウムで行います。
※参加費は返金しません。当日以降に太陽観察グラスを
文化センター窓口まで、受け取りに来てください。

〔日食を安全に観察するために〕
◎朝の通学途中での観察は危険です。危険のない観察環境を検討しましょう。◎どんなに安全な方法でも、連続して長時間、太陽を見ないでください。
◎太陽を直接見つめてしまったり、誤った方法で観察を行ったりすることは大変危険で、日食網膜症という目の障害を起こす可能性があります。
◎色つき下じき、サングラスなども適切な減光が得られず、目には見えない有害な光線で網膜を傷つけてしまう恐れがあり、大変危険です。

2012.₅.21
07：34：59 歴史的天体ショー

金環日食観望会開 催

1987年₉月23日の金環日食
写真提供：千葉清隆氏
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▶問合せ 健康づくり課保健予防・業務担当(直通594-5544)

2012年₅月１日発行

▶問合せ 健康づくり課保健予防・業務担当(直通594-5544)

事　業　名 内容・対象者 と　　　き ところ 備　　　　　　　考

ポリオ
生ワクチン投与

対₁回目はＨ2３年１2月生、
　₂回目はＨ2３年₆月生

◎東側　₆月₆日(水)
午後₁時３0分～₂時１0分

保　健
センター

持ポリオ予診票、母子健康手帳（忘れた
場合は接種できません）
申対象児以外は、₅月2８日（月）から健康
づくり課保健予防・業務担当へ

◎西側　₆月₅日(火)
午後₁時３0分～₂時１0分

母子健康
センター

ポリオワクチン
追加接種

対Ｓ50年～52年生 (ポリオの免疫
が低いため、ポリオの接種をお勧
めします )

◎東側　₆月₆日(水)
午後₂時～₂時１5分

保　健
センター

定 １5人程度（申込順）
費無料
申₅月₇日（月）から健康づくり課保健予
防・業務担当へ

◎西側　₆月₅日(火)
午後₂時～₂時１5分

母子健康
センター

フッ素塗布
対 ₁歳₆カ月児健診受診後から小
学校入学前までのむし歯のないお
子さん

₅月１5日(火)
初めての人：午後₁時20分
～₁時50分
₂回目以降の人：午後₁時
50分～₂時20分

文　化
センター

費１回あたり１,３65円
持歯ブラシ、母子健康手帳、タオル
申当日直接会場へ
※₂回目以降は₆カ月以上間隔をあけて
ください

こころの相談

内心の健康に不安があり受診した
ほうがよいか悩んでいる人等の相談
に応じます。相談員　神谷知治さん
（精神科医）
対 市内在住の人で本人またはその
家族（治療中の人はご遠慮ください）

₅月2４日(木)
午前₉時３0分～１１時

母子健康
センター

定₃人
費無料
申₅月１７日（木）までに健康づくり課保健
予防・業務担当へ

30代までの健康力アップ健診（女性）・子宮がん・乳がん検診（集団）

※当日は、お子さんの保育があります。事前に申し込みは不要です。
※定期的に通院中の人、妊娠中の人、職場検診等で同様の検(健)診がある人はご遠慮ください。
※生活保護世帯の人は、無料となります。

□実施期間

※乳がん検診(集団)は、11月にも実施予定です。詳細は、9月号の広報でお知らせします。

□申込み　所定の申込用紙に記入し、5月21日（月）～6月１日（金・必着）までに健康づくり課へ直接または郵送（土・日
曜日、祝日を除く午前8時30分から午後5時15分。夜間・休日は受付不可）。申込用紙は5月１日（火）から市役所健康づ
くり課・コミュニティーセンター・勤労福祉センター・駅連絡所・各公民館にて配布します。
※｢がん検診推進事業｣の対象者には、子宮頸がん・乳がん検診の無料クーポン券を後日郵送します。対象者は、申込用紙
をご覧ください。
□問合せ　健康づくり課保健予防・業務担当（直通 594-5544）

30代までの健康力アップ健診（女性）
昭和48年4月１日以降の生まれで、受診
日現在18～39歳の女性で、市の健診の他
に受診機会のない人

問診・身体計測・尿検査・血圧測定・内
科診察・血液検査

400円

　　　　　　　　子宮がん検診
20歳以上（受診日現在）
H23年度子宮がん検診を受けていない人で、市
の健診の他に受診機会のない人

問診、内診、子宮頸部細胞診
※10月以降に子宮がん個別検診（頸部は全員、
医師が必要と認めた場合は体部も併せて行いま
す）を実施予定。詳細は広報9月号でお知らせ
します。集団検診または個別検診どちらかをお
選びください。

20～69歳　　700円
70歳以上 　 300円
(個別検診は費用が異なります)

　　　 乳がん検診
40歳以上（受診日現在）
H23年度乳がん検診を受け
ていない人で、市の健診
の他に受診機会のない人

問診、視触診
マンモグラフィ検査

40～49歳　1,200円
50～69歳　1,000円
70歳以上     500円

　　 ところ
母子健康センター
保健センター

　　　　　　　　　　　　 実施日
7月6日(金)・7日(土)・10日(火)・11日(水)
7月12日(木)・15日(日)・24日(火)・25日(水)・26日(木) ・27日(金)

　　　　　　 時間
午前9時～11時、午後１時～3時
※予約制です。

対象

内容

費用
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事　業　名 内容・対象者 と　　　き ところ 備　　　　　　　考

▶問合せ 健康づくり課保健予防・業務担当(直通594-5544)

広報きたもと　No.8９1

9カ月児
育児相談

内身長・体重測定、運動発達の相
談、離乳完了期の栄養相談、育児

の心配ごと相談等

対 Ｈ2３年₈月生の乳児のいる母親

または家族

◎東側　₆月₄日(月)
午前１0時～１１時

保　健
センター

持母子健康手帳、₉カ月または１0カ月児
育児相談質問票◎西側　₆月₅日(火)

午前１0時～１１時
母子健康
センター

乳幼児
育児相談

内身体の発育や運動発達、食事や
排せつのしつけ、心配ごとの相談

対 ₀歳～₃歳未満の子どものいる
母親または家族で希望する人

₆月₄日(月)

午後₁時３0分～₂時３0分
保　健
センター 持母子健康手帳

□定員　20人(申込順)
□申込み・問合せ　5月25日(金)までに健康づくり課保健予防・業務担当(直
通594-5544)へ電話等で

一いつまでも若々しくあるために。健康は食事から、改めて学びませんか－

5月30日(水)
午前10時～正午

母子健康
センター食卓から健康づくり

6月13日(水)
午前10時～正午

文　化
センターお口の健康づくりで若さをキープ

6月20日(水)
午前10時～正午

母子健康
センター食中毒を防ごう

6月27日(水)
午前10時～正午

母子健康
センター知ってお得な食情報

6月29日(金)
午前10時～正午

母子健康
センター献立づくりに挑戦しよう

と　き ところ内　容

ヘルスアップセミナーヘルスアップセミナーヘルスアップセミナー

※予防接種を受ける場合は「予防接種と子どもの健康」の注意書きを読んでお越しください。
※東側とは高崎線から東側の地域、西側とは高崎線から西側の地域を指します。
内―内容　対―対象者（児）　定―定員　費―費用　持―持ち物　申―申込み　問―問合せ

　劇を見たり、歌やパネルシアターなど、みんなで一緒に楽しく過ごしましょう！

▪とき　５月25日（金）　午前10時30分から11時30分（開場10時15分）
▪ところ　北本市子育て支援センター
▪対象・定員　市内在住の０歳から３歳までの子どもと保護者20組（申込順）
▪内容　合唱ミュージカルサークル「クレッシェンド」による歌や劇、手遊びなど
▪申込み・問合せ　５月10日（木）午前９時30分から北本市子育て支援センター（☎590－7676）へ電
話でお申し込みください。定員となり次第締め切ります。

「お楽しみ会」

　お口のケアを上手に。歯周病を予
防しましょう。
▪とき　₆月13日（水）　午前10時か
ら正午
▪ところ　文化センター第３会議室
▪講師　歯科医師、歯科衛生士
▪申込み　健康づく
り課保健予防・業務
担当（直通5９4-5544）
まで電話等でお申し
込みください。

歯科保健講座

お口の健康大丈夫ですか

つどいの広場事業講習会
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▶問合せ 健康づくり課保健予防・業務担当(直通594-5544)

子育て中の
親子のふれあいの場

～地域子育て支援拠点～

　ブラッシングとは、プラー
ク（歯垢）を除去することで、
歯磨きや歯口清掃のことで
す。また、ブラッシングはプ
ラークコントロールと呼ばれ
ることもあります。プラーク
は、細菌の塊で、これが、原
因となって、齲蝕（むし歯）や
歯周疾患（歯肉炎、歯周炎）を
引き起こします。
　これらの二大疾患を予防す
る為に、ブラッシングは、重
要なのです。
　プラークは、歯ブラシによ
り除去できますが、歯ブラシ
だけですべて取り除くことは
できません。そのために補助
清掃用具と呼ばれるデンタル
フロスや歯間ブラシを使用し
プラークを細かなところまで
除去する必要があります。
　歯ブラシや補助清掃用具は
誰でも使えるものですが、そ
の使い方によっては歯や歯周
組織を傷つけてしまうことが
あります。お口の中の状態は
一人ひとりによって異なりま
すので、歯科医師や歯科衛生
士に指導してもらい正しいブ
ラッシングを身につけましょ
う。

　正しいブラッシングを習慣
化することにより、長期的に
みれば、心疾患や糖尿病の予
防にも繋がるといえるでしょ
う。ブラッシングは、ただ口
腔を守るだけでなく、全身の
健康にも影響するということ
なのです。
　最近、ブラッシングは、食
後すぐではなく３0分後が良い
ということがいわれています
が、これはすぐに磨いてしま
うと唾液のもつ緩衝作用が損
なわれてしまうというもので
す。しかし、時間が経てば細
菌の数は、爆発的に多くなる
のも事実で、むし歯予防以外
にも歯周病や口臭を予防する
ためにはなるべく早くブラッ
シングをする必要がありま
す。また、ブラッシングで除
去できない歯石は、歯科医院
で除去し、口腔と全身の健康
を保持しましょう。
提供：北足立歯科医師会

ブラッシングについて

小児初期救急医療体制（桶川・北本・伊奈地区）
平日の夜間、お子さんが病気やけがのとき

当番医療機関のお問合せは埼玉県央広域消防本部指令課へ

☎597-3301（直通）
診療日　毎週月曜日から土曜日（祝日、年末年始［１2月29日～₁月₃日ま
で］を除く）
診療時間　午後₈時から午後１0時
診療医療機関　桶川・北本 ･伊奈地区の医療機関が在宅当番医（輪番）制
で実施（診療日によっては市外の医療機関が当番医となります）
診療内容　急患に対する応急処置
その他　健康保険証を持参してください。夜間診療となるため、会計
等の取扱いが異なります。また、受診前に当番医療機関への電話連絡
をお勧めします。

　市では、子育て中の親子のふれあいの場として、
市内５カ所に｢地域子育て支援拠点｣を開設していま
す。
　おしゃべりをしたい時、友達と遊びたい時、ちょっ
ぴり子育てに悩んだ時など、気軽にご利用ください。
○ママ＆キッズサロン

▪問合せ　☎ 592-996１

と　き
月曜日から金曜日　
午前１0時から正午、午後₁時から₄時
※₅月2８日㈪は午前のみの開催

対　象 ₀歳から₃歳未満のお子さんと保護
者、妊娠中の人

ところ 北本駅西口ビル₂階保育ステーション

○中丸保育園子育て支援センター

○北本市子育て支援センター　

▪問合せ　☎ 592-55７８

▪問合せ　☎ 590-７6７6

と　き 月曜日から金曜日
午前１0時から午後₃時

対　象 ₀歳から就学前のお子さんと保護者

ところ 中丸保育園内

と　き
月曜日から金曜日
午前₉時３0分から正午、午後１時から３時３0分
※５月25日㈮はお休み、2８日㈪は午前のみの開催

対　象 ₀歳から₃歳未満のお子さんと保護
者、妊娠中の人

ところ 北本市立東保育所内

○モンキーポッド

▪問合せ　☎ 5８0-４７７７

と　き 月、第₂・₄火、木、金曜日　
午前１0時から午後₃時

対　象 ₀歳から就園前のお子さんと保護者

ところ ワコーレRG北本アネックス棟１0４号

○Cocco ひろば

▪問合せ　☎ 592-４0３9

と　き 火、木、土曜日
午前１0時から午後₃時

対　象
₀歳から就学前のお子さんと保護者、
妊娠中の人と配偶者

ところ さいたまコープ北本店₃階
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▶問合せ 健康づくり課保健予防・業務担当(直通594-5544)

広報きたもと　No.8９1

お口の健康まつり2012 in 伊奈
　歯の衛生週間イベント｢お口の健康まつり2012 in 
伊奈｣が開催されます。お口の健康に関する知識を
高め、今後の生活に役立てていただく企画や、楽し
いアトラクションを用意して、皆さんのお越しをお
待ちしています。
▪とき　₆月₃日 ( 日 )　午後₀時30分から₄時
▪ところ　伊奈町総合センター
▪内容　歯科健診・歯科相談、歯みがき指導とフッ
素塗布、むし歯危険度測定、咀

そ

しゃく力判定、石膏
こう

指模型、むし歯予防図画・ポスター・標語コンクー
ル、アトラクションなど ( 参加はすべて無料 )
▪問合せ　北足立歯科医師会 (☎5９6－0275)
▪主催　伊奈町、㈳北足立歯科医師会

乳児健診
内心臓病や股

こ

関節の異常等の早期
発見、運動発達の検査
対Ｈ2４年₁月生

◎東側　₅月29日(火)
午後₁時20分～₂時１0分

保　健
センター

持母子健康手帳、健康診査質問票
◎西側　₅月３１日(木)
午後₁時20分～₂時１0分

母子健康
センター

離乳食の
調理講習

内 離乳初期食の試食および説明、
中期食以降の相談
対生後₄カ月～₆カ月児のいる母
親

₅月29日(火)
午後₁時３0分～₂時１0分

保　健
センター ※乳児健診と同時開催

※離乳食講習のみ参加は、当日直接調理
室へ₅月３１日(木)

午後₁時３0分～₂時１0分
母子健康
センター

1歳６カ月児
健診

内内科診察、歯科診察等
対Ｈ22年１0月生

◎東側　₅月22日(火)
午後₁時20分～₂時１0分

保　健
センター 持母子健康手帳、健康診査質問票

現在使用している歯ブラシ、タオル◎西側　₅月2３日(水)
午後₁時20分～₂時１0分

母子健康
センター

３歳児健診
内内科診察、歯科診察、尿検査等
対西側地区でＨ2１年₃・₄月生

◎西側　₅月３0日(水)
午後₁時20分～₂時１0分

母子健康
センター

持 母子健康手帳、健康診査票、早朝尿、
目と耳のアンケート
申対象児以外は、健康づくり課保健予防・
業務担当へ

マタニティー
セミナー
（後期）

内お産の準備（呼吸法等）、赤ちゃ
んのもく浴実習
対妊娠2８週以降の妊婦や家族で希
望する人

₅月１７日(木)
午後１時３0分～₄時

保　健
センター

持母子健康手帳、前期参加者は配布資料
申₅月１0日（木）までに健康づくり課保健
予防・業務担当へ

□テーマ　コレステロール

□とき　5月25日(金)　午前10時から午後１時

□ところ　東地域学習センター(勤労福祉センター)

□定員　20人

□費用　300円(保険料等)

□持ち物　エプロン、三角巾、ふきん

□申込み・問合せ　5月18日(金)までに北本市食生

活改善推進員協議会(佐藤☎・Fax592－7763)へ電話

またはFaxで

□共催　北本市食生活改善推進員協議会、市

ヘルシー調理講習ヘルシー調理講習ヘルシー調理講習
美味しいバランス献立に挑戦しませんか

※東側とは高崎線から東側の地域、西側とは高崎線から西側の地域を指します。
内―内容　対―対象者（児）　定―定員　費―費用　持―持ち物　申―申込み　問―問合せ

開　催
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₅月₈日～₆月₉日

行政相談（国や県等への要
望や苦情についての相談） ₅月23日（水） 午前10時～正午 市役所第₁相談室 市民課市民相談担当

（直通594-5529）
法律相談（予約制） 毎週水曜日･金曜日　午後₁時30分～₄時20分

市民課市民相談担当（直通594-5529）市民相談・多重債務相談 毎週月～金曜日 午前₉時～午後₄時
消費生活相談 毎週月～金曜日　午前10時～正午、午後₁時～₄時

人権相談 ₆月₁日（金） 午後₁時30分～₃時30分 文化センター 協働推進課人権推進・男女共同
参画担当（直通594-5506）

女性相談（女性相談員による
カウンセリング・予約制）

₅月14日（月）･23日（水）、₆月₆日（水）
午前10時～午後₃時（₁人50分）

協働推進課人権推進・男女共同参画担当
（直通594-5507）

教育相談 毎週月～金曜日 午前₉時～午後₄時30分
教育センター（☎591-2176）

ことばの相談（就学児対象） 毎週火･木曜日 午前₉時～午後₅時
緑のなんでも相談 ₆月₄日（月） 午前10時～正午 北本総合公園管理事務所（☎592-4050）
子どもの相談（ことば、しつけ等） 毎週月～金曜日 午前₉時～午後₄時 こども課子育て支援担当（直通594-5537）

障がい者支援相談（予約制）
₅月₈日(火) 午前10時～午後₃時(精神) かがやきの郷相談室 障がい者福祉課相談支援

担当（直通594-5535）₅月25日(金) 午前10時～午後₃時(身障・知的・精神) 総合福祉センター
心配ごと相談 毎週水曜日午前10時～午後₃時

総合福祉センター
社会福祉協議会
（☎593-2961）

結婚相談 ₅月19日（土）、₆月₅日（火）
午前10時～午後₃時（受付は午後₂時30分まで）

ボランティア相談
₅月18日（金） 午後₁時30分～₃時30分 本町西高尾学習センター
₆月₂日（土） 午前10時～正午 総合福祉センター

内職相談 毎週火・金曜日 午後₁時～₄時 東地域学習センター 内職相談室（☎591-8551）
住宅増改築（新築）･
リフォーム相談

₅月12日（土）・19日（土）、₆月₂日（土）  
午前₉時～正午 市役所第₁相談室 産業観光課商工労政担当

（直通594-5530）

職業相談・雇用相談（予約制） 毎週水曜日 午前10時～正午
毎週木曜日 午前10時～正午、午後₁時～₄時

東地域学習センター内
北本市無料職業紹介所

産業観光課商工労政担当
（直通594-5530）
※前日までにお申し込みください

健康･生活相談 ₅月21日（月） 午前₉時30分～正午 健康増進センター（☎591-8251）

西口駅前広場の活用実践がはじまりました西口駅前広場の活用実践がはじまりました西口駅前広場の活用実践がはじまりました
～北本らしい“顔”の駅前つくりプロジェクト（通称：顔プロ）からのお知らせ～

○西口多目的広場を利用したい人を募集しています
　新しい西口駅前広場にできた多目的広場の活用につい
て、平成24年10月からの本格運用に向けた社会実験を随
時行っています。社会実験で得られたデータをもとに、
皆さんが利用しやすい多目的広場のルールを整備してい
きます。お試しで広場をつかってみたい！という人がい
ましたら、お気軽に市役所産業観光課またはまちづくり
キャラバンまでご相談ください。
　なお、今後予定されている社会実験・イベントにもぜ
ひお出かけください。
▪今後予定されている社会実験・イベント
　あきんど市、とれたてマルシェ（軽トラ市）、手仕事市、
フリーマーケット、大道芸イベント等

　詳細はプロジェクトブログで随時告知します。
▪ブログURL　http://kitamotoekimae.seesaa.net/　
　（『北本　顔』で検索できます）

○まちづくりキャラバンからのお知らせ
　まちづくりキャラバンは、北本のまちづくりを推進す
るための拠点です。北本のまちづくりや、文化、観光
のための活動、PR、情報共有の場として、楽しくまち
づくりを進めることを目的に設立しました。まちづく
りキャラバンの滞在場所は、中心市街地の空き店舗を活
用し、各種情報共有や、PRのための展示、会議や打合
わせ、ちょっとした作業など、多くの皆さんが自然と集
まっていただけるスペースです。お近くまでお越しの際
は、ぜひお立ち寄りください。
　なお、今年度のまちづくりキャラバンは、オープン時

間を拡大するなど、
皆さんが利用しやす
い環境づくりに努め
ていきます。まちづ
くりキャラバンへの
ご要望等もぜひお聞
かせください。
　詳細は下記問合わ
せ先までご連絡くだ
さい。

▪問合せ
　産業観光課（直通594-5530・メール：a03100@city.kitamoto.
　saitama.jp）
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中 央 公 民 館
中 央 図 書 館
地 区 公 民 館
学 習 セ ン タ ー
コミュニティセンター
勤 労 福 祉 セ ン タ ー
野 外 活 動 セ ン タ ー
子 供 公 園
体 育 セ ン タ ー
総 合 公 園
健 康 増 進 セ ン タ ー

5/28

総 合 福 祉 セ ン タ ー 5/3・4・5

人　口 69,656人 （－43人 ）

男　性 34,727人 （－18人 ）

女　性 34,929人 （－25人 ）

世帯数 27,999世帯 （＋55世帯）

₄月１日現在（　）内は対前月比

人口動態についてのお問い合わせは、市民課窓口
担当（直通 594-5528 まで）

※ここに載せているのは、新しく入った本の一部です。
※館内利用者端末にて新刊一覧を閲覧できます。

☆一般書・読み物
桜舞う あさのあつこ PHP 研究所 

ねえ、委員長 市川　拓司 幻冬舎

平蔵の首 逢坂　　剛 文藝春秋

凍雨 大倉　崇裕 徳間書店

笑えよ 工藤　水生 メディアファクトリー

放課後にシスター 中島さなえ 祥伝社

衣更月家の一族 深木　章子 原書房

“あの日のそのあと”風雲録 林　真理子 文藝春秋

明日は遠すぎて アディーチェ 河出書房新社

一般書・ノンフィクション
振り子で言葉を探るように 堀江　敏幸 毎日新聞社

命をつないだ道 稲泉　　連 新潮社

兵隊先生 松本　仁一 新潮社

ラジオ福島の300日 片瀬京子とラジオ福島 毎日新聞社

なぜ院長は「逃亡犯」にされたのか 森　　　功 講談社

文系でもわかる統計分析 須藤 康介／古市 憲寿 朝日新聞出版

生きる力を磨く66の処方箋 鎌田 實／吉川 敏一 PHP研究所

池波正太郎の江戸料理を食べる 野崎 洋光／重金 敦之 朝日新聞出版

東京スカイツリー 新　　良太 朝日新聞出版
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墨華書道研究会学習の会　　 

中 原 紀 夫長 澤 清 美 古 木 真 由 美
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休日当番医 ５月３日から６月３日まで ◎診療時間
　午前9時から午後5時（時間厳守）

月　日 医療機関名 科　目 電　話

₅／₃（木）
さくらこどもとおとな診療所 内・循環器・小 591 - 2 0 8 8

埼玉県央病院（桶川市）内・外・整外 048-776-0022

桶川日出谷診療所（桶川市）脳外・整外・皮 ・ 外 048-786-7715

₅／₄（金）
青木クリニック 内・循環器・

呼 ・ 小 592 - 1 0 3 3

埼玉県央病院（桶川市）内・外・整外 048-776-0022

伊奈病院（伊奈町）内 ・ 外 048-721-3692

₅／₅（土）
福 音 診 療 所 耳 鼻 咽 喉 592 - 2 8 6 2

埼玉県央病院（桶川市）内・外・整外 048-776-0022

伊奈病院（伊奈町）内 ・ 外 048-721-3692

₅／₆（日）
伊藤クリニック 胃腸・外・内・整

外・リハ・皮・泌 59 3 - 5 5 8 8

埼玉県央病院（桶川市）内・外・整外 048-776-0022

伊奈病院（伊奈町）内 ・ 外 048-721-3692

₅／13（日）
二ツ家整形外科 整外・リハ・

リ ウ ・ 内 590 - 3 3 4 4

埼玉県央病院（桶川市）内・外・整外 048-776-0022

大井医院（伊奈町）耳鼻咽喉・皮 048-722-4600

₅／20（日）
耳鼻咽喉科岡田医院 耳 鼻 咽 喉 591 - 3 8 5 5

埼玉県央病院（桶川市）内・外・整外 048-776-0022

内田クリニック（伊奈町）外・整外・内・皮・泌 ・ 肛 門 ・ リ ハ 048-728-9296

月　日 医療機関名 科　目 電　話

₅／27（日）
林 田 内 科医院 内・小・循環

器・消・リハ 592 - 7 7 1 1

川田谷クリニック（桶川市）内・外・皮・胃腸・リ ハ ・ 消 ・ 肛 門 048-787-2531

伊奈病院（伊奈町）内 ・ 外 048-721-3692

₆／₃（日）
北本中央クリニック 内・小・循環器・

呼 ・ 消 ・ 血 内 59 1 - 2 2 5 7

埼玉県央病院（桶川市）内・外・整外 048-776-0022

金崎内科医院（伊奈町）内・小・リウマチ 048-728-8550
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今月の納税・固定資産税第₁期分、軽自動車税全期分

第₂回サロンコンサート
「中国琵琶の魅力を楽しむ演奏会」

歯科休日診療歯科休日診療

埼玉県救急医療情報センター
☎048－824－4199(24時間)

　急病等のため緊急の治療が必要になったとき、診療できる
医療機関（歯科を除く）を24時間体制でご案内しています。

◦桶川北本伊奈地区で広域的に実施しています。
◦新聞各紙においても上記医療機関が併記されています｡
◦診療科目などは、変更になる場合があります。必ず事前
に電話で確認をとり、保険証をお持ちください。

診療時間 日曜日・祝日の午前₉時30分から午後₀時30分
利用方法 電話で確認をとり、保険証をお持ちください。
ところ・問合せ 北足立歯科医師会口腔保健センター
� （☎596-0275）※ JR北鴻巣駅徒歩３分。駐車場あり

▪演奏　邵容（シャオ・ロン）、三
み す

須陽
は る よ

代、
川崎絵里、村山ゆう子、平

ひ ら く

工孝
たかあき

明
▪とき　₇月21日（土）　午後₂時開場、
₂時30分開演
▪ところ　文化センターホール（ロビー）
▪定員　120人
▪入場料 500円【自由席、飲み物付】
▪申込み ₅月18日（金）午前₉時から文
化センターの中央公民館窓口で入場券を
発売します。
▪問合せ　中央公民館（☎591-7321）

　中国の民族楽器の中でも高度な技術が必要といわれている中国琵琶。初めて演奏を聴く人は、
日本の琵琶とは全く異なる、その細く遥かなる音色に心を奪われることでしょう。「国際的に
活躍している邵容（シャオ・ロン）と仲間たち」とともに、中国琵琶の魅力にふれてみませんか？

開　催


